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『
源
ｉ／
－
盛

衰

記

」

全
釈
（

－

巻

－

Ｉ
）

¬

川

厚

曽

我

良

成

志

tr

正

知

凡
　

例

【
原
文
】

○
底
本
に
は
内
閣
文
庫
蔵
慶
長
古
活
字
本
（
勉
誠
社
版
）
を
使
用
す
る
。
翻
刻
の
要
領
は
、
基
本
的
に
三

弥
井
版
に
な
ら
う
。
故
に
、
句
読
点
・
「
　
」
・
中
黒
・
濁
点
を
補

○
必
要

に
応
じ
て
、
振
仮
名
や
、
可
能
な
限
り
送
り
仮
名
を
付
す
。
底
本
に
付

さ
れ
た
振
仮
名

は
、
後
人
に
よ
る
も
の
故
、
採
用
し
な
い
。
た
だ
振
仮
名
を
付
す
に
際
し
て
、

参
考
と
し

た
。

○
オ

ド
リ
字
は
、
底
本

の
ま
ま
と
し
、
割
注
は
〈
　
〉
に
入

れ
て
示
し

た
。

○
翻
刻
原
文
に
は
、
底
本

と
し
た
勉
誠
社
版
の
、
頁

数
を
「
七
の
よ
う
に
本
文
中

に
入

れ
た
。

【
校

異
」

○
校
異
本
文
と
し

て
、
近
衛
本
・
静
嘉
堂
本
・
蓬
左
文
庫
本
を
使
用
す
る
。
略
号
は
、

そ
れ

ぞ
れ
〈
近
〉
〈
蓬
〉
〈
静
〉
、
底
本
は
〈
底
〉
と
し
た
。

○
主
な
校
異
を
取

る
よ
う
に
し
た
。
な
お
、
〈
近
・
蓬
・
静
〉
に
付

さ
れ
た
振
仮
名
等
は
、
必
要

に
応
じ
て
取
り
、
振
仮
名
や
送
り
仮
名
を
付
す
に
際
し
て
、
参
考
と
し
た
。

【
注

解
】

○
盛
衰
記
の
読
解
上

の
問
題

に
つ
い
て
、
い
わ
ゆ
る
語
釈

の
範
囲
を
超
え
て
注
記
・
解
説
を
記
し
た
。
既
成
の
注
釈

に
記
さ
れ
て
い
る
事
柄
に
は
敢
え
て
触
れ

ず
、
新
た
な

三



□

問
題
点

の
発
掘
に
努
め
た
。

○
盛
衰
記
以
外
の
『
玉

呆
物
語
』
諸
本
と
の
異
同
は
こ
こ
で
扱
っ
た
。
但
し
、
異
同

を
網
羅
し

よ
う
と
し
た
も
の
で
は
な
い
。

○
古
典
作
品

や
記
録
な
ど
の
文
献
の
引
用
に
際
し
て
は
、
本
文

に
句
読
点
・
訓
点
な
ど
を
私
意
に
加
え
る
。
な
お
、
原
文
に
割
注

が
あ
る
場
合
は
、
〈
　
〉
内
に
入

れ
て
示
し

た
。

○
研
究
文
献
の
引
用

に
際
し
て
は
、
文
中
に
は
論
文
著
者
名
を
記
す
の
み
で
、
各
章
段
末
に
〔
引
用
研
究
文
献
〕
の
欄

を
設
け
、
著
者
五
十
音
順
で
列
挙
す
る
。
発
行
年
月

は
、
西
暦
に
よ
り
「
一
九
九
〇
・
５
」
二

九
九
〇
年
５
月
）

の
よ
う
に
示
す
。
同
一
章
段
内
に
同
一
著
者

の
論
文
を
複
数
引
く
場
合
に
は
、
引
用
順

に
「
著
者
名
①
②
」

等
の
よ
う
に
番
号
を
付
し
、
区
別
し
た
。

〈
略
号
〉

○
【
注
解
】
及

び
【
校
異
】
欄
で
は
、
左
記
の
諸
書
に
つ
い
て
は
略
号
を
以
て
示
し
た
。

○
『
平
家
物
語
』
諸
本
：
左

記
の
諸
本

に
つ
い
て
は
略
号

を
用
い
、
各
々
の
刊
本
に
よ
り
頁
数

ま
た
は
丁
数
を
示
し
た
。

〈
四
〉
…
…
四
部
合
戦
状
本
。
『
四
部
合
戦
状
杢

平
家
物
語
（
上
・
下

）
』
（
汲
古
書
院
一
九
六
七
）
影
印
。

〈
闘
〉
…
…
源
平
闘
評
録
。
『
内
閣
文
庫
蔵
・
源
平

闘
静
録
』
（
和
泉
書
院
一
九
八
〇

）
影
印
。

〈
延
〉
…
…
延
慶
本
。
『
延
慶
本
平

家
物
語
（
一
～
六
）
』
（
汲
古
書
院
一
九
八
二
～
一
九
八
三

）
影
印
。

〈
長
〉
…
…
長
門
本
。
『
岡
山
大
学

本
平
家
物
語
二

十
巻
（
一
～
五
）
』
（
福
武
書
店
一
九
七
五
～
一
九
七
七
）
翻
刻
。

〈
南
異
〉
：
・
南
都
異
本
。
『
南
都
本
・
南
都
異
本
平

家
物
語
（
上
・
下

）
』
（
汲
古
書
院
一
九
七
二
）
影
印
。

〈
南
〉
…
…
南
都
本
。
『
南
都
本
・
南
都
異
本
平
家
物
語
（
上
・
下
）
』
（
汲
古
書
院
一
九
七
二

）
影
印
。

〈
屋
〉
…
…
屋
代
本
。
『
屋
代
本
平

家
物
語
（
貴
重
古
典
籍
叢
刊
）
』
（
角
川
書
店
一
九
六
六
）
影
印
。

〈
覚
〉
…
…
覚
一
本
。
『
平
家
物
語
（
上
・
下
）
（
新
日
本
古
典
文

学
大
系
）
』
（
岩
波
書
店
一
九
九
一
～

一
九
九
三
）
翻
刻
。

○
注
釈
書
・
資
料
類
の
引
用
。

〈
日
国
大
〉
…
…
…
『
日
本
国
語
大
辞
典
第
二
版
』
（
小
学
館
二
〇
〇
〇
～
二
〇
〇
二
）

〈
吉
田
地
名
〉
…
…
士
口
田
東
伍
『
大
日
本
地
名
辞
書
』
（
冨
山

房
）

〈
角
川
地
名
〉
…
…
『
日
本
地
名
大
辞
典
』
（
角
川

書
店
）

〈
平
凡
社
地
名
〉
：
・
『
日
本
歴
史
地
名
大
系
』
（
平
凡
社
）
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〈
姓
氏
〉
…
…
…
…
太
田
亮
『
姓
氏
家
系
大
辞
典
』
（
角
川

書
店
）

〈
名
義
抄
〉
…
…
…
『
類
″
永
名
義
抄
』
（
観
智
院
本
。
風
間

書
房
一
九
五
四
～
一
九
五
五
）

〈
尊
卑
〉
…
…
…
…
『
尊
卑
分
脈
』
（
国
史
大
系
）

〈
補
任
〉
…
…
…
…
『
公

卿
補
任
』
（
国
史
大
系
）

群
圭
四
…
…
…
…
…
　『
群
書
類
従
』
（
続
群
書
類
従
完
成
会
）

続
群
書
…
…
…
…
『
続
群
書
類
従
』
（
続
群
書
類
従
完
成
会
）

〈
略
解
〉
…
…
…
…
御
橋
悳
言
『
平
家
物
語
略
解
』
（
宝
文
館
一
九
二
九
）

〈
評
講
〉
　
　
　
　

佐
々
木
八
郎

『
平
家

物
語
評
講
（
上
・
下

）
』
（
明
治
書
院
一
九
六
三
）

〈
全
注
釈
〉
…
…
…
一
＝田
倉
徳
次
郎

『
平
家

物
語
全
注
釈
（
上
・
中
・
下
一
・
下
二
）
』
（
角
川
書
店
一
九
六
六
～
一
九
六
八
）

〈
集
成
〉
…
…
…
…
水
原

一
　『
平
家
物
語
（
上
・
中
・
下

）
（
日
本
古
典
集
成
）
』
（
新
潮
社
一
九
七
九
～
一
九
八

こ

〈
新
定
盛
〉
　
　
　

水
原

一
　『
新
定
源
平

盛
衰
記
一
～
六
』
（
新
人
物
往
来
社
一
九
八
八
～
一
九
九

こ

〈
校
注
盛
〉
…
…
…
市
古
貞
次
・
大
曽
根
章
介
・
久
保
田
淳
・
松
尾
葦
江
・
美
濃
部
重
克
・
黒
田
彰
・
榊
原
千

鶴
『
中
世

の
文
学
　
源
平
盛
衰
記
』
（
三

弥
井
書
店
一
九
九

一
～
）

〈
四
評
釈
〉
…
…
…
早
川
厚

丁

佐
伯
真

∵

生
形

貴
重

『
四
部
合
戦
状
本
平
家
物
語
評
釈
一
～
九
（
巻
一
～

五
）
』
（
一
～

四
は
名
古
屋
学
院
大
学
論
集
（
人
文
・
自
然
科

学
篇
）
所
収

一
九
八
四
・
士
～
一
九
八
五
・
５
、
五
～
九

は
私
家
版
一
九
八
五
・
1
2～
一
九
九
六
・
1
2）

〈
四
全
釈
〉
…
…
…
早
川
厚
一
・
佐
伯
真

丁

生
形

貴
重
『
四
部
合
戦
状
本
平
家
物
語
全
釈
』
（
和
泉
書
院
二
〇
〇
〇
～
）

〈
全
注
闘
〉
…
…
…
福
田

豊
彦
・
服
部
幸
造
『
源
平
闘
静
録
（
上
・
下
）
』
（
講
談
社
一
九
九
九
～
二
〇
〇
〇
）

〈
闘
全
釈
〉
…
…
…
早
川
厚
一
　「
源
平
闘
汗
録
全
釈
」
（
名
古
屋

学
院
大
学
研
究
年
報
一
八
、
二
〇
〇
五

・
1
2～

）

〈
延
全
注
釈
〉
…
…
延
慶
本
注
釈
の
会
編
『
延
慶
本
平
家
物
語
全
注
釈
』
（
汲
古
書
院
二
〇
〇
五
～
）

２
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七
源

ぶ
‐
盛
衰

記
‐
巻

第

ｊ

し家

繁
昌

-
[jq

祇

園

精

舎

ノ
鐘

。
声
、

諸

行

無

常

。
響
，
ア

リ
。

’沙

羅

双

樹

ノ
花

。
色
、

盛

者

必
衰

ノ

理

ヲ

顕

ス
。

奢

レ

ル
者

モ
久
，
ガ
ラ
ス

、
，
春

ノ
、
夜

ノ

夢

ノ
如

シ
。

猛

ー

心
モ
終

二

八
亡

。
ヌ
、
，
風

前

ノ
塵

二
同

ジ
。

遠

，
訪

こ

異

朝

人

夏

７

寒

淀
、
秦

。
趙

高
、
漢

。
王

莽

、
梁
？

周

伊

、
唐

。
禄
山

、
皆

コ
レ

旧
主

先

皇

ノ

政

ニ
モ
不

ぃ
随

。、
民

間

ノ
愁
へ
、

世

ノ
乱
ａ

ヲ

モ
不

ぺ
知

、
シ
カ

バ
、
久

，
カ
ラ

ズ

シ
テ
滅

ご

手
。
近

乃

尋

飛

我
朝

ぺ

承
平

ノ
将

門

、
1
2天

慶

ノ
純

友
、

康
和

ノ
義

親
、
平

治

ノ
信

頼
、

侈

レ

ル
心

モ
、

武

牛
事

モ
、
ト

リ

ぐ

ニ
有
，
ケ
レ
共

、
1
3マ

ヂ
カ

ク
入

道
1
4太

政
大

臣
平

。
清

盛

卜
中

，
ケ
ル
人

ノ
有
様

、
伝
へ
聞
ｊ

ソ
心

モ
詞

モ
及

バ
レ

ネ
。

桓
武
天

皇
1
5弟
五
1
6王

子

、

言

皿
式

部

卿

葛

原
1
7親
王

九
代

。
後
胤

、
讃
「
八
岐

。守
正

盛
こ
孫
、
刑

部

卿
忠

盛

。
嫡

男

也
。

彼

。
親
王
ａ

御

子

、
Ｊ
局
見

王

ハ
、
無

官

無
位

テ

ビ
ア
、
失

。
給

。
ニ
ケ

リ
。

其

品

御
壬

局
望
2
1王

ノ

時

、

寛

平

丿
几
年

五

月
十

二

日

ご

始

Ｊ
ア
平

。
姓
ヲ

賜
，
テ

、
上

総

。
介

二
成
，
給

。
シ

ヨ
リ
以

来
、

勿
竺

王

氏

ヲ

出

万
テ

、
人

臣

二
連

ル
。

其

。子

鎮

守
府

。
将
軍

良

望
、

後

ニ

ハ

常

陸

。大

丞

国
香

ト

改

。
。

国

香

ヨ
リ

貞

盛
、

経

衡
、

正

度
、

正

衡
、

正

盛

二
至

。
マ

デ
六

代

ハ
、

諸
国

ノ
受

領

タ
リ

ト

イ

ヘ
共

、

未

だ
殿

上

ノ
2
4仙

籍
ヲ

バ
よ

リ

ズ
。

忠

盛
2
6朝
臣

備

前

。守

タ
リ

シ
時

、
鳥
羽

。
院
御

願

、
徳

長

寿

院

ト
テ
2
7鳳
城

ノ
左

、

鴨

河

ノ

東

二
三

十

三

間

ノ

御

堂

ヲ

造

進

シ

、
一

千

一

体

ノ
2
8観

音

ヲ

奉

」
居

ゑ
。
四
　
　

Ｉ

勧

賞

ニ

ハ
閥

国

ヲ
3
0賜

。
ぺ
キ

由

、
3
1被

て
仰

廿下
｛

、
但

馬

。
国

ヲ
3
2賜

も

其

。
外

結

縁
経

営

ノ
人

、
手

足

奉
公

ノ
「
九
者

マ

デ

モ
程

々

ニ
随

。
テ
、

蒙

飛

勧

賞
Ｊ。
3
4真

実

ノ
御

善
　
　

ー

ミ
　

ｔ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一

根
3
5ト

覚

エ
タ

リ
。

3
6崇
徳

院

。
御
宇
3
7長

承

元

年
3
8〈

壬

子

〉
二

月

十
六

日

ニ
、
公

卿

余

議
。
有
，
テ
、

同
，
，
廿

一
日

。
ノ

午

ノ

ー
点

ト
被
; ＼定
■
sタ

リ

ケ
ル

ニ
、

其

。
時
刻

二
‐
及

ご
ア
大

雨

大
風

共

ニ
4
2
夥

カ
リ

ケ

レ

バ
延

引

ス
。

同
ｙ

廿

五

日

ニ
、

又

有
ヵ
兪

議
・
。

廿

九

日

ハ
天

老

日

也

。

勅

願

ノ

御

供

養

宜

シ
カ

ル

ベ
シ

ト

テ
、
可

偉

被

八
遂

。
ケ

ル

ニ
、
4
3氷

ノ
雨

大

き

降
，
、
4
4牛

馬

。
人

畜

打

。損

ズ
ル

バ
カ
リ

也

ケ

レ

バ
、

上
下
4
6不

乙
戻
丿
出

行
に
、
又

延
引

ス
。

禅

定

法

皇
大
，
二
被
二
歎

，
思

，
召

づ
ケ
リ

。

昔
近

江

。国

二
有

洵
仏

事
・
ケ
リ

。

風

雨

ノ

煩

。
タ

ビ

く

ニ
及

．。
ケ

レ

バ
、

甚
雨

ヲ

陰

谷

二
流

刑

シ
テ
、

堂
舎

ヲ
供
養

ス
ト

イ

ヘ
リ

。

サ

レ

バ
4
9雨

風

ノ
5
0鎮

。
有

ぺ

キ

カ
ト
云

宍
議

ア

リ
。

尤

、可

べ
然

。
ト
テ

、

諸

寺

ノ
高

僧

二
仰

ゴ
ア
御

祈
，
ア

リ
。
5
2度

々
「
一
。
延
引

ノ
後

、

重

。
テ
有

≒

愈
議
・
、
同

，
Ａ

年

三

月
十

三

日
5
4、

曜

宿

相

応

ノ
良

辰

也

ト
テ
其

。
日

。供

養

二
被

ム
疋｛

。

【
校

異
」

１

〈
近

〉
「
伊

巻

第

□

、
〈
蓬
〉
「

恰

巻
　

イ
」
、
〈
静
〉
「
恰

巻
　

イ
」
。

２

〈
蓬

・
静

〉
「
平

家

繁

昌

初
」
。

３

〈
近
〉
「
し

ゃ

ら
」
、
〈
蓬
〉
「
沙

羅

」
、
〈
静
〉
「
沙

羅
」
。

４

〈
近
〉
「

だ

よ

。
５

〈
近
〉
「
ょ

の
」
。
６

〈
近
〉
「

も

の
も
」
。
７

〈
近
〉
「
か

ぜ

の
前

の
」
、〈
蓬

〉「
風

の

ま
へ

の
」
。
８
〈
近

〉「
か

ん

そ

く
」
、〈
蓬
・
静
〉「

寒
促
」
。
９
〈
近

〉「

し
ぅ

ぃ
」
、

〈
蓬
・
静
〉
「
朱

異

」
。
1
0
〈
蓬

〉
「

を
」
。
‐
］
〈
近

〉
「

た
っ

ぬ

る
に
」
、
〈
蓬
・

静
〉
「
た

っ

ぬ
れ

は
」
。
1
2
〈
近

〉
「

て

ん
き
ゃ

ぅ

の
」
、
〈
蓬

〉
「
天

慶

の
」
、
〈
静
〉
「
天

慶

の
」
。
1
3

〈
近

〉
「
ま

ぢ

か
く

は
」
。
1
4
〈
近
〉
「

だ
ぃ

じ
ゃ

ぅ

の

だ
ぃ

し

ん
」
、
〈
蓬

〉
「

太

政

大

臣

」
。
1
5
〈
近

〉
「
第
」
、
〈
蓬

・

静
〉
「

の
第
」
。
1
6
〈
近

〉
「
の

ゎ
ぅ

じ

」
。
1
7
〈
近

・
静
〉

「

の
」
。
1
8
〈
蓬

・
静

〉
「
御

子
」

の
右

に
「
二

男

也
」

と
傍

書

。
1
9
〈
近

〉
「
た

か

み

の
ぉ

ほ

き
み
」
、
〈
蓬
〉
「

高
見

王
」
、
〈
静
〉
「
高

見

王

」
。
2
0
〈
蓬

・
静

〉
「
御
子

に
」
。
2
1
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〈
近
〉
「

の
ぉ

ほ

き
み

」
、
〈
蓬
〉
「
王

」
、
〈
静

〉
「

王

」
。
2
2
〈
蓬

・
静

〉
「
元

年

」

の
右

に
「
弘

仁
二

年

イ
」

と

傍
圭
％
2
3
〈
近

・
蓬

〉
「

ニ
」

な
し
。
2
4
〈
近
〉
「
せ

ん
せ

き
」
、

〈
蓬
〉
「

仙
籍

」
、
〈
静
〉
「
仙

籍

」
。
2
5
〈
蓬
・
静

〉
「
ゅ

る

さ
れ

す
」
。
2
6
〈
蓬
・
静
〉
フ

朝

臣

」
。
2
7
〈
近

〉
「

ほ
ぅ

し
ゃ

ぅ

」
、
〈
蓬
〉
「
鳳

城

」
、
〈
静
〉
「
鳳

城
」
。
2
8
〈
蓬
・

静

〉

「
聖

観

音
」
。
2
9
〈
近
〉
「
け

ん
し

ゃ
ぅ

」
、
〈
蓬

・
静
〉
「

勧

賞

」
。
3
0
〈
近

〉
「
た

ま

ふ
」
、
〈
蓬

〉
「
給

」
、
〈
静

〉
「

賜

」
。
3
1
〈
近

〉
「
ぉ

ほ

せ

く

た

さ
れ
」
。
3
2
〈
近

〉
「

た
ま

は

る
」
、
〈
蓬
〉
「
給

は

る
」
、
〈
静

〉
「
給

る
」
3
3
〈
近

〉
「

け

ん

し

ゃ

ぅ
」
、
〈
蓬

・
静

》
「

勧

賞

」
。
3
4
〈
近

〉
「
し

ん
し

っ
」
、
〈
蓬

・

静
〉
「
真

実

」
。
3
5
〈
蓬
〉
「
と

そ
」
。
3
6

〈
近

〉
「
し

ゅ

と

く

ゐ
ん
」
、
〈
蓬

〉
「

崇
徳

院
」
、
〈
静
〉
「
崇

徳

院
」
。

な
ぉ

、
〈
静
〉

は
、
初

め

に

ー
字

分
ぁ

け

る

。
3
7
〈
近

〉
「
ち
ゃ

ぅ

せ

ん
」

の

「

ん
」

を
見

せ
消

ち

に
し

て

「
ぅ

」

を

傍

記

、
〈
蓬
〉
「

長

承
」
、
〈
静
〉
「

長

承
」
。
3
8
〈
近

〉
「
〈
壬

子
〉
」

な

し
。
3
9
〈
近

〉
「
ぁ

っ

て
」
。
4
0
〈
蓬

・
静

〉
「

ノ
」

な
し

。
4
1
〈
近
〉
「
ぉ

ょ

ひ

て

」
、
〈
蓬
〉

「
及

て
」
、
〈
静

〉
「

を
ょ

ん
て
」
。
4
2
〈
近

〉
「

は
け

し

か

り
け

れ

は
」
。
4
3
〈
近
〉
「
こ

ほ

り
」
、
〈
蓬

・
静
〉
「
水

」
。
4
4
〈
近
〉
「
き
ぅ

は
」
、
〈
蓬

〉
「

牛
車

」
、
〈
静
〉
「
牛

車
」
。
4
5

〈
近

〉
「

に

ん
ち

く
」
、
〈
蓬

・
静

〉
「
人

畜
」
。
4
6
〈
近
〉
「

を
ょ

は

す
」
、
〈
蓬
〉
「
及

は

す
し

て
」
、
〈
静
〉
「
を

ょ

は
す

し

て
」
。
4
7
〈
近

〉
「
ぃ

て

ゅ

く

に
」
、
〈
蓬
〉
「

出

行

に
」
。

4
8〈
近

〉
「
た

ひ

く

に
」
、
〈
蓬

〉
「
度

々

に
」
、
〈
静

〉
「

度

々

に
」
。
4
9
〈
近
〉
「
雨

か

せ
」
、
〈
蓬

〉
「
風

雨

」
、
〈
静
〉
「
風

雨

」
。
5
0
〈
近
〉
「

ま
も

り
」
。
5
1
〈
近

〉
「
へ
」

を
見

せ
消

ち

に

し
て

「

ぎ
」

を
傍

記
、
〈
蓬
〉
「
義

」
、
〈
静
〉
「

義
」
。
5
2
〈
近

〉
「
た

ひ

く

」
、
〈
蓬
〉
「
度

々
」
。
5
3
〈
近
〉
「

と
し

の
」
。
5
4
〈
蓬

・

静
〉
「

ハ
」
。

【
注

解

】
○
祇

園

精
舎
　
〈
盛

〉
で

の
「
祇

園
精

舎

」

の
用

例

、
他

に
二

例

。
「
給

孤
　
　
　

鐘
盈

で

耳

ご
（
『
転
法

輪

紗
』
二

四
四

頁

）
、「

諸
行

無

常
、
祇

疸
寺

之
鐘

成

響
　

敦

独

園
訪

二
伽

濫
・
、
祇

園

精

舎
唯

有

ぃ
擬

」
（
巻
三

「
澄

憲
祈

雨
」
、
１
－

一
七

七

頁
）
、
　
　

周
」
（
安
居

院

唱

導
資

料

纂
輯
（
四

）
、
叡

山
文

庫

本
「
類

句

抄
」

二
八

〇

行
）
。
「
祇

「
仏

ノ

教

説

シ
給

ヒ

ケ

ル
祇

園

精

舎

モ
竹

林

精

舎

モ

狐

狼

ノ
棲

ト

ナ
リ
、

鷲

峯

山
　
　
　

園
精

舎

ノ

無
常

院

ノ
鐘

ハ
、
諸

行

無
常

ノ

音
ア

リ

テ
、
聞

ぃ
之

病

人

多

ク
愈

ユ

ト
云

モ
孤

独

園

モ
只

柱

礎

ノ

ミ
残

レ

リ
」
（
巻

九

「
山

門

滅
亡

」

２

上

三

頁
）
。

い

ず
　
　
　

ヘ
リ

」
（
『
雑

談

集
』

鐘

楼

事
）
。
〈
盛

〉

で

は
、

巻

四

十

八

「
法

皇

大

原

江
入

御
」

れ

も
荒

廃

し

た
祇

園

精
舎

を
記

す
よ

う

に
、

祇

園
精

舎

そ

の

も
の

が
、

当

時

の
唱
　
　
　

に
、

建
礼

門

院

の

住

む
障
子

の
色

紙
形

に
書

か

れ
て

い
た

諸
経

の
要

文

の

ー
つ
と

導
世

界

で

は

諸
行

無

常

を
ま

さ

に
顕

現

す

る
も

の

で

あ

っ
た
。
『
言

泉
集

』
に
見

る
　
　
　

し

て
、

こ

こ

に
見

る
涅

槃

経

の

伺

「
諸

行

無

常
是

生

滅

法

生

滅
滅

已

寂

滅

為

楽
」

「
横
川

日
光

房
律

師

四
十

九

日
」
で

は
、
忠

胤

の

説
法

と

し

て
、「
迦

葉

尊
者

，
隠

じ
　
　
　

を
引

く
。

そ

し

て
次

の

よ

う
に

説

明

す

る
。
「

此

文

ノ
心

ハ
、

一
切

ノ
行

ハ
皆

無

鶏

足

山
一
時

在

世

．
有

様

恋

，
思

食

と

ハ
釈

尊

．
御

。
跡
；

；

奉

。
ぐ
見

二「

趣

祇

園
　
　
　

常
也

。

無
常

ノ
虎

ノ
声

ハ
、
朝

々
暮

々

ニ
耳

二
近

ケ
共

、
世

路

ノ
趙
リ

ニ
聞

エ

ズ
。

精

舎
一
見

廻

こ
ハ
精

舎

イ

ツ

シ
カ

既

．・
荒

廃

よ

四
十

九
院

物

ス

サ

マ

シ
」
（
『
安

居

院
　
　
　

雪
山

ノ
鳥

ノ
音

ハ
、

日

々
夜

々

ニ
今
日
不

知
死

ト

鳴
共

、
棲

ヲ
出

テ
忘

レ

ズ
。
冥

唱

導
集

上
』

九

二
頁

）

と

載

る
。

祇
園

精

舎

の
荒

廃

を

記

す
も

の

と
し

て

は
、

他
　
　
　

途

ノ
使
身

二
競

、
屠

所

羊

ノ
足

早

シ
テ

、

親

二
先

立

子

、

々

二
先

立

親

、
妻

二
別

に
『
撰

集

抄
』
巻

四

の
八

話

、
巻

六

の
一

話

等
。

○

鐘

声
、
諸

行
無

常

響
ア

リ
　
　
　
　

ル

ヽ
夫

、

々

二
後

ル

ヽ
妻

、
形

ハ
芭

蕉

ノ
風

二
破

ル

ヽ

が
如

ク
、

命

ハ
水

ノ

泡
、

祇
園

精

舎

の
諸

行

無
常

を
説

く
鐘

の
音

に
つ

い
て

は
、『
祇
園

寺

図
経

』
巻
下

に

説
　
　
　

波

二
随

テ
消

ヌ
。

万

法

皆

シ

カ
ナ

レ

バ
、
諸

行
無

常

ト
置

レ

タ
リ
」（
６
－

四

七
六

く

が
、
唱

導

を
初

め
と

し
て

か

な

り
耳

慣

れ

た
詞

で

あ

っ
た
。
「
壮

万

人

。老

少
不
　
　
　

～

七

頁
）
。
諸

本

に

も
類

似

の
文

が
見

ら

れ
る

が
、
〈
盛
〉

で

も
、

序

章

の
偶

と
響

定

ナ
レ
ハ
ト
テ
皆

別

。
老

で

者

ハ
生

者

必

滅

ナ
レ
ハ
ト
テ
不

残
諸

行

無

常

是

生

滅

法

祇

園

頗
梨
　
　
　

き
あ

っ
て

い
る

と
見

な

せ
よ

う

か
。

な
お
、

諸
行

無

常

の
偏

は
、

上

句

の
諸

行
無

（
五
）
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１ ）｢源･乙盛 哀 記 」

常
と
同
時
に
下

句
の
生
滅
の
法
を
超
越
し
た
と
こ
ろ
の
涅
槃
の
境
涯
を
謳
歌
す
る

点
に
主
題
が
あ
る
と
も
言
え
る
が
（
『
栄
華
物
語
』
音
楽
巻
）
、
『
平
家
物
語
』
の
序

章
で
は
、
諸
行
無
常
を
強
調
し
、
下

句
は
特
に
留
意
し
な
い
。
こ
れ
に
対
し
、『
平

家
物
語
』
冒
頭

の
句
に
は
、
無
常
観

ば
か
り
で
は
な
く
、

い
か
な
る
極
悪
人
で
も

鐘
の
音
を
聞
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
霊
を
鎮
め
、
極
楽
に
往
生
す
る
こ
と
が
で

き
る
と
い
う
鐘
の
功
徳
を
も
合
わ
せ
も
っ
て
語
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
、
清
水
宥
聖

は
、
『
言
泉
鐘
楼
経
蔵
』
か
ら
言
う
。

○
沙
羅
双
樹
ノ
花
色
　

沙
羅
双
樹
白
変
話

の
源
は
、
「
涅
槃
経
」
に
遡
る
が
、
そ
れ
ら
の
諸
説
流
布
は
、
『
今
且
日
物
語
集
』
巻

三
「
仏
、
入
涅
槃
給
後
入
棺
語
第
紺

こ

の
「
双
樹
ノ
色

モ
変

ジ
、
心
元

手
草
木
、

皆
、
悲

ビ
ノ
色
有
リ
」
の
他
、
『
書
陵
部
本
和
歌
知
顕
集
』
六
十
七
段
に
、
「
釈
迦

如

来
は
二
月
十
五

日
に
し
に
給
へ
り
し
か

ば
、
こ

の
所

は
沙
羅
林

と
い
ふ
は
や

し
、
一
日
に

か
れ
て
、
白
花
の
さ
け

る
が
ご
と
く
な
り
に
け
り
」

と
見

ら
れ

る

（
黒
田
彰
）
。
こ
の
よ
う
に
白
変
し
た
の
は
、
花
で
は
な
く
、
沙
羅
双
樹
の
枯
れ
た

様
。
「
花
色
」
と
す
る
の
は
、
「
鐘
音
」
と
の
対
句
上

の
関
係

か
ら
だ
が
、
〈
盛
〉
の

巻
四
十
「
滝
口
勧
一
維
盛

．・出
家

』

の
「
彼
沙
羅
林

ノ
春

ノ
空
ヲ
尋
レ

バ
、
万

徳

ノ
花
萎
テ

ー
化
ノ
緑
永

ク
尽

ヌ
」
（
５
１

五
五
三
頁
）
や
、
叡
山
文
庫
本
「
類
句

抄
」
の
「
世
尊
遂
現
四
枯
之
相
、
沙
羅
林
之
春
花
含
怨
」（
四
七
行
）
に
は
、
白
変

し
た
の
が
、
沙
羅
双
樹
の
花
で
あ
っ
た
と
す
る
認
識

に
近
い
も
の
が
あ
る
と
言
え

よ
う
。

○

盛
者
必
衰
ノ
理
ヲ
顕
ス
　
釈
尊
入

滅
を
盛
者
必
衰
と
形

容
す

る
先
例

に
は
、
『
今
昔
物
語
集
』
巻
三
、
二
十
八
話
が
あ
る
（
黒
田
彰
）
。
〈
盛
〉
中
の
用
例

で
は
、
敦
盛
と
そ
の
遺
物
を
送
ら
れ
た
父
経
盛
の
直
実
へ
の
返
状
に
「
盛
者
必
衰

者
無
常
之
理
也
」（
５
－

四
一
七
頁
）
と
あ
る
。
い
ず
れ
も
生
者
必
滅
の
意
に
極

め

て
近
い
が
、
巻
二
十
六
で
は
、
慈
恵
僧
正

の
化
身
で
あ
る
清
盛
こ
そ
、
盛
者
必
衰

の
理

を
身
を
以
て
帯
し

た
人
物
と
し
て
記
さ
れ
る
。
「
実
業

ノ
衆
生
ヲ
利
益
セ
ン

（
六
）

為
ニ
、
造
罪
招
苦

ノ
旨
ヲ
示

シ
、
盛
者
必
衰
ノ
理
ヲ
顕

シ
給

ニ
ヤ
」（
４
－

一
〇
八

頁
）
。

○
奢
レ
ル
者
モ
久

ガ
ラ
ス
　
〈
盛
〉
で
、
奢
れ
る
者
と
さ
れ
る
の
は
、
序
章

の
例
を
除
く
と
、
巻
二
清
盛
「
臣

ノ
騏
」（
１
－

八
二
頁
）
、「
騏
テ
無
礼

レ

バ
、
是

天

罰
ノ
徴
ナ
リ
。
清
盛
以
外

二
過
分
也
」
（
↓
－

一
一
一
頁
）
、
巻
三
俊
寛
「
此
俊

寛
モ
僧
ナ

ガ
ラ
騏
ツ

こ

（

―
－

二
（

五
頁
）
、
巻
四
北
面
の
者
達
「
上
北
面

ョ
リ

殿
上

ヲ
ュ
ル
サ
ル
ヽ
者
モ
有
ケ
レ

バ
、
騏
レ
ル
心
モ
有
ケ
ル
」（
Ｉ
－

ニ

○
五
頁
）
、

巻
六
西
光
「
其
心
大

二
奢
ツ

こ

（
１
－

三
七
一
頁
）
、
巻
七
成
親
「
此
大
納
言
ハ

官
職
先
祖

二
越
、
朝
恩
傍
輩
二
過
タ
レ

バ
、
奢
ル
思

モ
多
カ
リ
ケ
ン
」（
１
－

四
二

九
頁
）
、
実
方
「
人
臣

二
列
テ
人

二
礼
ヲ
不
致

バ
被
流
罪
、
神
道
ヲ
欺
テ
神

二
拝
ヲ

不
成

レ

バ
横
死

ニ
ア
ヘ
リ
。
実

二
奢
ル
人
也
ケ
リ
」
（
↓
－

四
四
二
頁
）
、
巻
十
四

清
盛
を
初
め
と
す
る
平

家
「
天
子
憚
威
無
言
。
乗
勝
之
余
其
騏
倍
増
」（
２
－

三
八

三
頁
）
、
巻
二
十
七

城
資
永
「
前
後
ノ
勢
ヲ
見
渡

シ
テ
、
奢
心
出
来
ツ

△

（
４
１

一
六

回
貝
）
、
巻
三
十
二
藤
原
仲
麿
「
朝
恩
深

シ
テ
、
政
ヲ
我
信

二
執
行
間
、
奢
心

ア
リ
テ
」（
４
１

四
六
二
頁
）
、
巻
三
十
五

義
仲
「
義
仲
早
晩
奢
ツ

≒

奉
背
天

命
、

叛
逆
ヲ
起

シ
、
悪
事
身
二
積
テ
」
（
５
－

二
四
七
頁
）
、
巻
四
十
五
始
皇
帝
「
秦
始

皇
侈
ヲ
極

ド
モ
、
瑞
山
墓
二
埋
」
（
６
１
二
七
八
頁
）
。
清
盛
を
初

め
と
す
る
平
家

一
門
に
関
す
る
例
の
他

に
、
後
白
河
院
側
近
の
者
達
に
対
し
て
言
う
例
も
多
い
こ

と
に
気
付
く
。
奢
る
清
盛
（
平
家
一
門
）
を
、
こ
れ
ま
た
奢

る
後
白
河
院
側
近
の

者
達

が
倒

そ
う
と
し

た
の
が
、
『
平
家

物
語
』
の
記
す
鹿
谷
の
乱
で

あ
っ
た
。

○

猛
心
も
　
こ
こ
は
、
他
諸
本
と
同
様
、
近
衛
本
の
「

た
け
き
も
の
も
」
が
良
い
。

○
夏
寒
淀

『
春
秋
左
氏
伝
』
襄
公
四
年
に
載
る
。
寒
淀
を
記
す
の
は
、
他

に
〈
長
〉
。

他
に
『
太
平
記
』
に
、「
君
見

ず
や
、
翌
弓
を
控
い
て
、
天

に
懸
か
る
九
つ
の
日
を

射
て
落
し
、
・
：
あ
る
い
は
そ
の
臣

寒
淀
に
殺
さ
れ
」
（
巻
二

十
二
「
畑
六
郎
左
衛
門

の
事
」
）
と
あ
る
の
を
見
る
ぐ
ら
い
で
、
特
に
喧
伝
さ
れ
た
人
物

と
は
考
え
ら
れ
な
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い
。
襄
淀

や
次

の
周
伊
を
、
趙
高
や
王
莽
・
安
禄
山
と
同

様
に
、
中
世
史
記
や
幼

学
の
地
平

の
広
が
り

の
中
に
捉
え
る
こ
と
は
困
難
の
よ
う
で
あ
る
。

○
秦
趙
高

先

の
寒
淀
を
含

め
て
、
次
に
引

く
本
朝
の
例
も
、
‥
ハ
に

叛

の

列
Ｊ
孚
。
黒
田

彰

の
分

析

に

詳

し

い

（
『
中

世

説

話

の
文

学

史

的

環

境
　

続

』
二

二

〇

頁

以

下

）
。

「
咸

陽

宮
」
で

、
父
母

へ

の
燕
丹

の
孝
行

ぶ
り

や
、
荊
靭

や
奨

於
期

等

の
主

燕

丹

へ

の
献

身

ぶ
り

が
描

か

れ
る

に
も

か

か

わ
ら

ず
、

燕

丹

が
忘

恩

の
朝

敵

（
叛

臣
）

と

し

て

描

か

れ
る

根
拠

と

も

な

っ
て

い

よ

う
。

○
梁

周
伊
　

叛
臣

と
し

て

は
必

ず

し

も
著

名

で

は

な

い

が
、
「
朱

扉
」
（
〈
屋
〉
）

を

指

そ

う
。

多

く

の
諸

本

が
記

す

「

周

（

シ
ウ
）
」
で

は

（
〈
四

・

闘

・
長

・

南
〉
「
周
異

」
、
〈
盛

・
覚

〉
「
周

伊

」
）
、
訓

も

異

な

る
（
「
朱
」

な
ら

ば
、
フ
ソ
ュ
」
）

こ

と
か

ら

、
猟
師

か

ら
身

を
起

こ

し
、
初

め
梁

を
助

け

た

が
、
つ
い

に

は
見

限

り
、
陳
朝

に

つ

い

た

周

迪

か

と

の

指

摘
（

森

ま

さ

し

）
も

あ

る

が
、
他

の
事

例

を

見

な

い

。

○

平

治

ノ
信

頼

、
侈

レ
ル

心

モ
、
武

牛

事

モ
　

信
頼

は

、
物

語

で

は
、「

そ

の
心

は
し

ら

ね

ど
も

、
あ

は

れ
大

将

や
と

ぞ
見

え

た
り
」
（
新

大

系

『
平

治

物
語

』

一
八

三

頁

）

と
鄭

楡

さ

れ

る
人

物

で
、
「
武

手

事

」
か
ら

は
遠

い
人

物

の
よ

う
だ

が
、「
伏

見

な

る
所

に

こ

も
り

ゐ

つ

べ

馬

の

は

せ

ひ

き

に
身

を

な

ら

は
し

、
力

わ

ざ
を

い

と

な
み
、
武
芸

を

ぞ
稽

古
し

け

る
」
二

五

一
頁
）

と
描

か

れ
、
「
悪

右

衛
門

督
」

と
も

呼

ば

れ
た

猛

き
心

を
言

う
の

か
。

○

寛

平

元

年

五

月

十

二

日

二

始

テ

平

姓

ヲ

賜

テ
　
〈
四

〉
「
寛

仁

二

年

五

月

十

二

日
」
、
〈
闘
〉
「

淳
和
天

皇

，
御

宇
天

長

年
中

比

」
、
〈
延
・
長

〉
「

寛
平

二

年
五

月
十

二

日
」
。
〈
四
〉

は

誤
写

、
〈
闘

〉
は

、
高

棟
王

と

の
混

同

が
原

因

だ
ろ

う
（
〈
四

評

釈
〉

一
－

六
頁

）
。
〈
蓬

・

静
〉

の
異

本

注
記

「
弘

仁
二

年

」
は

、
〈
四
〉

等

に
見

る
「

寛

仁

一
年
」

の
誤

写

に
起
因

す

る
誤

伝

か
。

高

望
王

の
賜

平

姓

、

任
上

総
介

の
年

の

諸

異

伝

に

つ

い
て

は
、
〈
闘

全

釈
〉
（
巻

一
上
レ

①

）

の

「
淳
和

天

皇

の
御

宇

、
天

長

年

中

の
比
・：
」

の

項

に

詳

し

い
。

○

経

衡
　
〈
四

・
闘

・
延

・

長

・
屋
〉

の

「
維

衡
」

が
正

し

い
。

○

忠

盛
朝

臣

備
前

守

タ

リ
シ

時
　

記

録

で
確

認

で

き

る
忠

盛
の

備
前

守

補

任

は
、

大

治
二

年

（
一

二

一
七

）

十
二

月

二
十

日

（
『
中

右
記

』
）
。

ま
た

、
『
中

右

記

』
天

承
二

年
（

一

一
三
二

）
正

月
十

九

日

条

に
「
重

任
因

幡

、
備

前
、
武

蔵
三

ケ
国

也
」
と
あ

る
。
「
重

任
」
と
記

載

さ

れ
て

い

る
三

力
国

の
う

ち
、
因

幡
の

国
守

は

藤
原

通

基

、
武

蔵

の
国

守

は
藤

原
公

信

で
、

二

人

と

も
大

治
二

年
十

二

月

七

日

の

補

任
で

、

備

前

守
忠

盛

と
同

月

の
補

任

で

あ
る

。
順

当

に

行

け

ば
、

三

力
国

と
も

四
年

後

の
天

承
元

年
十

二

月

で
任

期

が
切

れ

る
は

ず
で

あ

っ
た
。

し

か
し

、

こ

の
記
事

に
あ

る
よ

う

に
重

任

が
許

さ

れ

た
も

の

と
思

わ

れ
、

こ

れ
以

後

し

ば
ら

く

は
そ

れ

ぞ
れ

国
守

と

し

て
記

録

に
名

を
残

し

て

い
る

。

ま
た
天

承
二

年

三

月

十
三

日

条

に
「
国

司

忠
成

被
ぃ
下

二
遷

任
宣

旨

、
又

被
ぃ
聴
・
内

昇
殿

』

と

あ

る
忠

成

は

、
忠

盛

の
間

違

い
と

見

て

よ

か

ろ

う
。

高
橋

昌

明

は
、

こ

の

「
遷

任
」

を
備

前
守

重

任

と
解

釈

す

る

二

五

八
頁

）
。

し

か
し

、
古

記

録
類

で

は

重
任

と
遷

任
は

明
確

に
区
別

し

て

使
用

さ
れ
て

お

り
、

こ

の
と

き

の
遷

任
宣

旨

と

は
、

備
前

守
重

任

の

の
ち
他

国

の

国
守

へ

の
遷

任

を
認

め

る
と

い

う
約

束
手

形

が
下

さ
れ

た

も
の

と
理

解

す

べ
き
で

あ

る
（

曽
我

良
成

）
。

こ

の
あ

と
彼

は

、
保
延

二

年
（
一

一

三

六

）
二

月

に

は
、
美

作

守

と
し

て
姿

を
見
せ

て

い

る
（
『
平

安

遺
文

』
二

三

三

九
）
。

ま
た

、

こ

の
後

に
引

く

『
中

右

記
』

三

月
九

日

条
で

、
忠

盛

は

、
備

前

権
守

と

あ

る

が
、
『
知
信

記

』
三

月
十

三

日

条

に

は
、
「
勧
賞

、
正

四

位
下

備

前

守
忠

盛

朝
臣

、

被
ぃ
聴
二
内

昇
殿
一
了

、
造
進

人

也
、
伊
勢

平
氏

也

、
可

ぃ
為

希
代

事
・
欺

」
と
あ

り
、

備
前

権
守

と

す

る
『
中
右

記

』
の
記

事

は
誤

り
で

あ
ろ

う
。

○
徳

長

寿

院
　

こ

の

堂
の
法

号

は
、
長

承
元

年
二

月
二

十

六

日

に
一

度

「
法
成

就

院
」

と
決

定

さ
れ

た

が
、

供

養

会

前

日

の
三

月

十

二

日

に

「
得

長

寿

院

」

に

変

更

さ

れ
た

（

と

も

に

『
中

右

記
』
）
。

○

鳳

城

ノ
左

、
鴨

河

ノ
東
　
『
朝
野

群

載
』
十

一
、
天

承
二

年

三
月

十

三

日

条

に

、
得

長

寿

院

の
位

置

と

し

て
、
「
鳳

城
之

左

、

鴨
河

之

東

」

と

あ

る

五
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（
こ

の
項

、

源

健

一
郎

氏

教
示

）
。

○

一
千

一
体

ノ
観

音

「
堂

〈
備

前
権

守

造
営

也
〉

中

央

間
安

二
置

丈

六

正

観

音

像

へ

其

左
右

奉

ぃ
立
二
等

身
正

観

音

像

各
五

百

碧

』
（
『
中

右

記
』

天

承
二

年

三

月

九

日
条

）
。
〈
底
〉

は
、
「
聖
」

の
脱

落

か
。
校

異
2
8
参
照

。

他
本

で

は

、
〈
延

〉

が
「
聖

観

音
」

と

す

る
他

は
、

御

仏

等
。

○

勧

賞

ニ

ハ

閥

国

ヲ

賜

べ
牛

由

、
被

仰

下
　
〈
延

・
長
〉

は
、

供

養

の

日

に
、

忠

盛

の

他

、

鍛
冶
・
番

匠

等

に

も
勧

賞

が
行

わ

れ

た
こ

と

を
記

し

た

（
〈
長
〉

は
、

忠
盛

の

件

を

記

さ

ず
）
後

に
、
供
養

前

の
導

師

選
定

の

件

に
記

事

を
戻

す

。
〈
盛

〉
も
、
忠

盛

等

に
勧

賞
下

賜

が
あ

っ

た
こ

と

を
記

し

た
後

、

供
養

の

日
程

が
再

三

に

わ
た

り

延

引

さ

れ

た
こ

と

を
遡

っ
て

記

す
。

つ

ま

り
、
〈
延

・

長

・
盛

〉
は
、
鳥

羽

院

の
信

任

を
得

、

そ

の
後

の
平

氏

発
展

の

き

っ
か

け

と

な

っ

た
今

回

の

忠

盛

の
勧

賞

を
、

先

ず
初

め

に
記

そ

う
と

す

る
の

だ

ろ

う
。

そ
し

て

、
次

々

段

の
冒
頭

で
は

、
忠

盛

へ

の
鳥
羽

院

の

信
任

は

そ

れ
に

留

ま
ら

ず
、

内

の

昇
殿

も

許

さ

れ
た

こ
と

が
記

さ

れ

る
。

○

但

馬

国

ヲ

賜
　

他

に

但

馬

国

と

す

る

の

は
、
〈
四

・
長

・

屋

・
覚
〉
。

〈
四

・

屋

・
覚

〉

は
、

供

養

話

を
記

さ
ず
、
〈
長
〉

は
、

供

養
話

の
後
、

殿

上

の
闇

討

話

の
冒

頭

に
こ

の
事

を

記
す

。
〈
延

〉
は
、
供
養

話

の

前

に
備
前

国

と

記
し

、
供

養
話

の

後
、

殿

上

の
闇

討

話

の
冒
頭

で

は
、

但
馬

国

と
記

す

。
供

養

話

を
記

さ

な

い

〈
闘

・

南
〉

は
、

閥

国

を
賜

っ

た

と

す

る

の
み

。
〈
盛
〉

も

、
次

々
段

の
冒

頭

で
、
「
被

ぃ
下
二
遷
任
・
」

と
記

す
。

し

か

し
、
忠
盛

は

、
供

養

の
前

に
備
前

守

重
任

、

保
延

二

年
（

一

言

一
六

ご

一
月

に
美

作

守

に
遷

任
（
『
平

安

遺
文

』
二

三
三

九
）
し

て

い
て

、

但
馬

守

の
事

実

は

な

い
。

こ

の
頃

の
但

馬

守

は
、

源

有
賢

（
大

治
五

年

二

言

一
〇

）

四

月
三

日

補

任
、

長

承
二

年

（

一

言

三

）

九

月

二

十

一

日
辞

任

『
中

右

記
』
）
。

な
お

、
天

仁
元

年

正

月
二

十

四

日

に
正

盛

が
義

親

追

討

の

功

に

よ

り

但
馬

守

に
補

任

し
て

い
る
（
『
中

右

記
』
）
。

ま

た
、
正

盛

は
、
康
和

四

年
七

月
二

十

一
日

に

尊
勝

寺

曼
陀

羅

堂
造

進

に

よ

り
若

狭
守

重

任
（
『
中

右

記
』
）
、
永

久
二

年

（
八
）

十

一
月

二
十

九
日

に
蓮

華

蔵
院

造

進

に
よ

り

備
前

守

重

任
（
『
中

右
記

』
、『
永

久
二

年

白
河

御

堂

供
養

記
』（

続
群
二

七

上
－

一
三

九
頁

）
）
。
杉

山
信

三

は
、
正

盛

は

御

堂

造
進

と
い

う
行

為

を
以

て
院

の
近
臣

に

な
ろ

う
と

し

、
子

の
忠

盛

が
鳥
羽

法

皇

の
た

め

に
得
長

寿

院

を
造

進

し
て

目

的

を
遂

げ

た
と

す

る
。

忠
盛

の
但
馬

守

任

官

は
、
正

盛

の
事

跡

と

忠

盛

の
事

跡

と

の

混
同

に

よ

る
も

の
か
。

○

手

足

奉

公

ノ

者
　
〈
延

・
長
〉
「

鍛
冶

、
番

匠

、
柚
師

」
（
〈
延

〉
）
。
「
人

の
手

足

に

な

っ
て
肉

体

労

働

を

し

て
仕

え

る

こ

と
」
（
『
角
川

古

語
大

辞
典

』
）
。

他

の
用

例

未

詳
。
『
方

丈

記
』

の
「

今
、

一

身
ヲ

分

チ

テ
、
ニ

ノ
用

ヲ

ナ

ス
。
手

ノ
奴

、
足

ノ
乗

、

善

ク
我

が
心

ニ

カ
ナ

ヘ
リ

」
（

新
大

系
二

六

頁

）

の
傍

線

部

は
、

関
係

あ
る

か
。

○

真
実

ノ
御

善

根

ト

覚

工
タ

リ
　

次
段

に
も

「
実

二
御

善

根

ノ
志

ハ
、
施

物

二
色
顕

タ
リ
」

と

あ
る

。

い

ず
れ

も
、
願

主

鳥
羽

院

の
善

根
を

指
す
。
こ
の
点

を
諸

本

の
内

で
最

も
強

調

す

る

の
が
〈
延
〉（
水
原

一
）
。

○

長

承
元

年

〈
壬
子

〉

二

月
十

六

日

ニ
、
公

卿

愈

議
　

供

養

の
日

が
、

大
雨

等

に

よ

っ
て
二

回

延

期

さ

れ
る

に
至

る

経
緯

を

記

す
の

は
、

他

に

〈
長
〉
。
〈
長

〉

で

は
、
天

承
元

年
十

一
月

十
六

日

に
愈
議

が
行

わ

れ
二

十

一

日

と
決

ま

っ

た

が
延
期

と

な

り
、
二

十

五

日

に
再

度

愈
議

が
あ
り

、
二

十

九

日

に
決

ま

っ

た
も

の

の
延
期

に
な

っ

た
と

す

る
。
『
中
右

記

』
の
天

承
元

年
十

一
月

の
条

を
見

る
限

り

、
〈
長

〉

の
記

事

は

確
認

で

き

な

い
。
〈
盛
〉

の
二

月

十
六

日

の

愈
議

も
確

認
で

き

な

い

が
、
『
中

右
記

』
の
十
五

日
条

に
よ

れ

ば
、
三
月

十

三

日

の

堂

供

養

の

こ
と

が
話
題

に
上

っ
て

い

る
。
「
来

月

十

三

日
子

体

観

音

堂

供

養
密

儀

之

由

被
二
思
召

所

、

猶
可

ぃ
有

こ
行

幸

‘欺
如

何
、

但

件

十

三

日

臨

時

祭

試

楽

也

。

：
・
」
。
堂

供

養

の
日

程

は
既

に
三

月
十

三

日

と
決

ま

っ
て

い

て
、

こ

の

日

の

話
題

は

、
堂

供

養

へ

の

行
幸

の
件

で

あ

っ
た
。

○

其

時

刻

二
及

テ

大

雨

大

風
共

二
夥

カ

リ

ケ
レ

バ
延

引

ス
　
『
中

右
記

』
二

月

二
十

一
日

条

に

よ

れ
ば
、
午

後

か
ら
雨

が

降

り
、

雷

鳴

が
轟

く
天

気

で

は
あ

っ
た

が
、
堂

供

養

に
関

わ

る
記

事

は
見

ら

れ

な
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い
。

○

廿

九
日

ハ
天

老

日

也

。
勅

願

ノ
御

供

養

宜

シ

カ

ル

ベ
シ
ト

テ

、

可
被

遂

ケ

ル

ニ
：
・
　「
天

老

日
　

正

巳

・
二

午
・

三
巳

・
：
十

二

辰

酉
　

大

吉

日
也

」（
『
運

歩

色
葉

』
）
。

長

承
元

年
二

月
二

十

九

日

は
、
卯

の
日

故

、
天

老

日

に
該

当

し

な
い

。

ち

な
み

に
実

際

に
供

養

が
行

わ

れ

た
三

月
十

三

日

は
辰

の
日
で

、

こ

れ
も
天

老

日

に

該
当

し

な

い
。

○

氷

ノ
雨

大

降
　
『
中

右

記
』

に
よ

れ

ば
、
二

十

九

日

の
天

気

は

、「
終

日
天

晴

」
で

、
夜

に
人

っ
て
雨

が
降

っ
て

い

る
。
延

引

の

件

そ
の

も

の

が

虚

構
で

あ
る

よ

う
に

、

そ

の
原
因

と

な
っ

た
荒
天

そ

れ
自
体

も
（
先

の
二

十

一
日

の

件

も
含

め

て
）

虚

構

と
考

え

ら

れ
る

。

な
お

、

気
候

的

な
要

素

を
考

慮

す

る

な

ら

ば
、
「
氷

ノ

雨

大

降

」

の

が
十

一
月

末

と

す

る

〈
長

〉

の

方

が
自

然

で

あ

り
、

〈
盛
〉

が

こ

れ
を

実

際

の

供

養

の
日

付

に

近

づ
け

て
改

変

し

た

と

み

る

の

が
妥

当

か
。

た

だ
し
、

十

一

月

は
観

音

像
造

立

に
取

り
か

か

っ

た

ば

か

り

で

あ

り

（
『
時

信

記

』
）
、
こ

の
時

期

に
供

養

企

図

は

あ

り

え

な

い
。

○
甚

雨

ヲ

陰
谷

二

流
刑

シ

テ
、

堂

舎

ヲ
供

養

ス

ト
イ

ヘ

リ
　

巻
二

に
見

る

「
郭
公

禁
獄

付
雨

禁

獄
」

は
、

白

河

天

皇

の

時
、

法

勝
寺

で

の
金

泥

一
切

経

供

養

の
折

の

話
で

あ

り
、

細

部

は
異

な

る

が
、
雨

を
罰

し
て

供

養

を
遂

げ

た
と

す

る
話

。

ま

た
、
同

様

の

話

と
し

て
、
『
古

事

談

』
巻

一

の
七

四

「
白
河

院

、
雨

ヲ
獄

舎

二
入

レ
給

フ
事
」

に

、「

白
河

院

、
金

【
引

用
研

究

文
献

】

泥

ノ

ー
切

経

於
二
法

勝

寺
一
可
ぃ
被
二
供

養
一
、

臨
ぃ
期

依
二
甚

雨

・
延

引

三

ケ

度

也

。

被
ぃ
遂
二
供

養
一
日

猶

降

雨

。
因

ぃ
之

有
一・
逆

鱗
・
。
雨

ヲ

物

二
請
入

テ
、

被
ぃ
置
・
獄

舎
・
云

々

」
と

あ

る
。

こ

れ
は
天

永
元

年
三

月
十

一
日

に
予

定

さ

れ
て

い

た
一
切

経

供

養

が
、
雨

の

た

め
十

三

日

に

延

期

さ
れ

、

さ
ら

に

こ

れ

も

雨

に
よ

っ
て

延

期

（
『
殿

暦
』
『
永

昌

記
』
）
、
結

局
五

月

十

一
日

に
供

養

が
行

わ

れ

た
（
『
殿
暦

』
『
百

練

抄
』
）

と

い
う

事
件

を
指

す
。

○
雨

風

の

鎮
　

鎮

に

「
マ

ホ

ル
」

の
訓

は
あ

る

が

（
『
伊
呂

波

字

類
抄

』
）
、

こ
こ

は
「

シ
ヅ

メ
」

と
訓

む

べ
き
と

こ
ろ

（
〈
名

義
抄

〉
僧

上

一
三

七
）
。

○

同

年

三
月

十

三

日
、

曜

宿
相

応

ノ
良

辰

也
ト

テ
　

三

月
十

三

日

甲
辰

は
、
「
行

吉
事

吉

日
」
コ
ニ
宝

吉

日
」
（
『
拾
芥

抄
』
）
。
『
中

右

記
』
長

承
元

年
三

月
十

三

日
条

に
よ

れ

ば
、「
甲
辰

日
堂

供

養
例

」
と
し

て
、
法

成

寺

と
宇

治
平

等

院

の
例

が
挙

が

る
。

供
養

の

日

を
、
長

承
元

年
三

月
十

三

日

と
史

実

ど

お
り

に
記

す

の

は
、
〈
長

・

盛

〉
。
〈
延

〉
等

は
、
前
年

の
天

承
元

年

三

月
十

三

日

に
誤

る
。

同

様

の
誤

り

が
、
コ
大
台
座

主
記

』
に
見

ら

れ
る

。
「
第
四

十

六
法

印

権

大
僧

都

忠
尋
〈
東

陽

房
〉
治

山
八

年
：
二

大
杢
ハエ

二
月
十

三

日
上

皇

御
願

得
長

寿

院

供
養

御

導
師

勤
之

」

（
続

群

書
四

下
－

五

九

八

頁
）
。

＊
黒
田
彰
「
祇
園
精
舎
覚
書
－

注
釈
、
唱
導
、
説
話
集
－

」
（
愛
知
県
立
大

学
文
学
部
論
集
（
国
文
学
科
編
）
3
8、
一
九
九
〇
・
２
．
『
中
世
説
話

の
文
学
史
的
環
境
続
』

和
泉
書
院
一
九
九
五
・
４
再
録
）

＊
清
水
宥
聖
「
言
泉
集
の
位
置
－

雑
談
集
・
平
家
物
語
と
の
関
連
に
お
い
て
ー
」
（
国
文

学
踏
査
８
、
一
九
六
八
・
２
）

＊
曽
我
良

成
「
重
任
宣
旨

と
遷
任
宣
旨
（
仮
題
）
」
（
名
古
屋
学
院
大
学
論
集
一
己
語
・
文
化
篇
一
七

巻
２
号
掲
載
予
定
、
二
〇
〇
六
・
３
）

＊
高
橋
昌
明

『
清
盛
以
前
－

伊
勢
平
氏
の
興
隆
－

』
（
平
凡
社
一
九
八
四
・
５
．

増
補
改
訂
版
、
文
理
閣
二
〇
〇
四
・
1
0）

＊
杉
山
信
三

『
院
家
建
築
の
研
究
』
（
吉
川
弘
文
館
一
九
八
一
・
９

）

＊
水
原

一
「
得
長
寿
院
供
養
説
話
の
考
察
」
（
駒
沢
大
学
文
学
部
研

究
紀
要
三
五
〇
号
、
一
九
七
八
・
３
．
『
延

慶
本
平
家
物
語
論
考
』
加
藤
中
道
館
一
九
七
九
・
６
再

（
九
）
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1 ）巻『源平盛衰記』全釈（

録
）

＊
森
ま
さ
し
「
梁
の

シ
ウ
イ
」
（
中
京
国
文
学
1
8、

一
九
九
九
・
３
）

い
）

徳

長

寿

院

導

師

御

導

師

ニ

ハ
、
－
天

台

座

主

，
東

陽

坊

忠

尋

僧

正

ト
聞

。
ユ

。
，
臨

特

期

日

べ
、

一
　
人

三

公

・

‐

卿

相

雲

客

、
洛

中

。
辺

土

・

貴

賎

上

下

、
参

，
集

肖

聴

聞

結

縁

シ

ケ

リ

。

当

座

主

僧

正

べ

、

。
顕

密

兼

学

ノ

法

灯

、
智

弁

公

一
窮

ノ

秀

才

也

。

，
説

法

舌

和

白

シ

テ

、
1
0弁

智
1
1詞

滑

也

。

末

世

ノ

冨

留

那

。
弁

士

ノ

舎

利

弗

ト
1
3営
ー

タ

リ

。

聴

聞

集

会

ノ
万

人

ハ
、

１４
随

喜

ノ

涙

ヲ

流

シ

、

結

縁
1
5群

参

ノ

道

俗

ハ

、

歓

喜

ノ

袖

ヲ
1
6絞

。

無

始

ノ
‐
罪

障

雲

消

。
ル

カ

。
ト

思

。
、

本

有

ノ

月

輪

光

照

、
ス

カ

ト

疑

ふ
。

説

法

八
三

時

計

，
也

ケ

ル

ヲ

、

聴

衆

ハ

刹

那

ノ

程

卜

思

ヘ

リ

。

誠

二
1
9像

法

加
転

時

医

王

善

逝

。
化

現

鰍

、

又

。
転

法

輪

堂

釈

迦

如

来

ノ

説

Ｅ

法

カ

ト

ア

ヤ

マ

タ

ル

。

座

主

六

高

座

ヨ

リ

下

，
召
給

ヒ

、

も
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

き
ょ
か
ん
　
　
　
　
　
　
　

み

寸
　

か
か
げ
　
　
　
　
　

ざ
た・つ
ち
ゃ・
つ
　
と
く
ゆ・つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

げ
た
っ
ぷ
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ｉ
』

正

面

ノ

左

ノ

柱

ノ

本

二
座

シ

給

ヘ

リ

。

法

皇

御

感

ノ

余

，
白

玉

。
御

簾

ヲ

泰

テ

、
「

汝

ハ

坐

道

場

之

徳

用

ヲ

備

ヘ

タ

リ

、

朕

ハ

解

脱

分

之

善

根

ヲ
2
5植

。

汝

。
毎

に
聴

ぺ
説

法

や
、

随

喜

ノ

思

ヒ
2
6徹

ぃ
骨

。
、

信

心

身

ノ

毛

竪

テ

、

落

涙

マ

コ

ト

ニ

難

に
押

へ
」

ト

有

，
勅

定

。

当

座

ノ

叡

嘆

山

門

ノ
2
7眉

目

也

。

御

布

施

ニ

ハ

、

千

石

千

貫

沙

金

千

両

、
其

．。
外
2
8被

物

旦
畏
物

Ｊ
庭

上

岡

ヲ

ナ

セ

ル

ガ
如

シ

。

実

二
御

善

根

ノ

志

ハ

、
施

物

二

色

顕

宍

タ
リ

。

。
及

・
夜

陰

ぺ
、
導

師

退

出

ス

。

為

‰

餅

言

仏

庭

↓
、

詔
為

に
昭
ヅ
ミ

聴

衆

や
、
万

灯

ヲ

Ｊ
矩

サ

レ

タ

リ

。

借

モ

彼

。
寺

ノ

異

名

ヲ

バ
、
3
5平

愈

寺

卜

中

す
也

。

導

師

祈

願

ノ

。
句

ニ

、

衆

病

悉

除

身

心

安

楽

上

局

よ

ニ
唱

へ

給

。
タ

リ
3
7ケ

ガ

ル

、

其

。
声

洛

中

白

川

二
響

，
ケ

リ

。

。
柴

宮

コ
ニ
ノ

女

御

、

折

節
3
9怪

、
平

塘

ヲ

イ

タ

ハ

ラ

セ
給

。
ケ

ル

ガ
、

御

限

，
卜

奉

ぃ
見

ケ

ル

ニ

、

衆

病

悉

除

夙

二

聞

。
力

？

テ

、

則

九
御
4
0平

愈

、

其

。
外

］

時

ノ

内

ニ

へ
ん
ど
　
　
　
　
　
　
　

な
ん
に
ょ
　
　
　
　
　
　

ゃ
ま
ひ
ぃ

辺

土

簾

諮
？

て

土

下

男

女

二

万

］
二
干

人

病

愈

へ
タ

リ

ケ

ル

ニ

依

っ
テ

也

。

4
5異

説
一
で

宮

地

主

権

現

ノ

非

人

ト

現

ジ

テ

、

日

光

月

光

十

二

神

将

ヲ

相

。
具

シ

テ

、

説

法

上

万

事

ア

リ

。
4
6僻

事

欺

。

【
校

異

】

１

〈

静

〉
「
天

台

Ｌ

。

２

〈
近

〉
「

と

う

や

う

は

う

の

」
、
〈
蓬

〉
「

東

陽

坊

Ｌ

。

３

〈
近

〉
「

そ

の

日

に

の

ぞ

み

で

」
、
〈
蓬

・

静

〉
「

期

日

に

の

そ

ん

て

」
。

４

〈
近

〉
「

け

い

し

や

う

」
、
〈
蓬

〉
「

卿

相

」
、
〈

静

〉
「

卿

相

」
。

５

〈
近

〉
「

へ

ん

ど

の

」
。

６

〈
近

〉
「

ハ
」

な

し

。

７

〈
近

〉
「

け

ん

み

つ

け

ん

か

く

の

ほ

つ

と

う

」
、
〈
蓬

〉
　
「

顕

密

兼

学

の

法

灯

」
、
〈

静

〉
「

顕

密

兼

学

の

法

灯

」
。

８

〈
近

〉
「

む

ぐ

う

の

」
、
〈
蓬

〉
「

無

窮

の

」
、
〈

静

〉
「

無

窮

の

」
。

９

〈
近

〉
「

せ

つ

ほ

う

の

」
。
1
0
〈
近

〉

Ｔ
べ
ん

ち

の

」
。

Ｈ

〈
蓬

・

静

〉
「

詞

ハ

」
。
1
2

〈
近

〉

フ
ベ
ん

じ

の

」
、
〈
蓬

〉
「

辺

土

」
、
〈
静

〉
「
辺

土

の

」
。
1
3

〈
静

》
「

お

ほ

え

」
。
1
4

〈
近

〉
「

ず

い

き

の

」
、
〈
蓬

〉
「

随

喜

の

」
、
〈
静

〉
「

随

喜

の

」
。
1
5

〈
近

〉
「
く

ん

さ

ん
の
」
、
〈
蓬

〉
「

く

ん
し

ゆ
の
」
、
〈
静

〉
「

群
集

の

」
。
1
6
〈
近
〉
「
し

ほ

る
」
、
〈
蓬

・
静

〉
「

し
ほ

り

て
」
。
1
7
〈
近

〉
「
ざ

い
し

や

う

の
」
。
1
8
〈
近

〉
「

と

そ
」
。

1
9〈
近

〉
「

ざ
う

ほ

う
の
」
、
〈
蓬
〉
「
像
法

」
、
〈
静

〉
「
像

法
」
。
2
0
〈
近
〉
「
て

ん

ず
る
と

き
」
、
〈
蓬
〉
「
時

を
転

し
」
、
〈
静

〉
「
転
ぃ
時

ご
。
2
1
〈
蓬
〉
「

転
法

輪

堂
Ｌ

。
2
2
〈
蓬

・

静

〉
「

ハ
」

な
し

。
2
3
〈
蓬
〉
「

給

ご
。
2
4
〈
蓬
〉

Ｔ
一
」

な
し

。
2
5
〈
近
〉
「

か

ふ
」
、
〈
蓬

・

静
〉
「

う
ふ

る
」
。
2
6
〈
近
〉
「

と

を
り
」
、
〈
蓬
・
静
〉
「

と

を
る

」
。
2
7
〈
近
〉
「
み

め
」
、
〈
蓬

・
静

〉
「
眉

目

」
。

な

お
、
〈
静

〉

は
、
Ｔ

ヽ
メ
」

の

訓

も

付

す

。
2
8
〈
近
〉
「
ひ

ぶ

つ
」
、
〈
蓬
〉
「
被

物
」
、
〈
静

〉
「

被
物

」
。
2
9
〈
近

〉
「

り

ぶ

つ

」
、
〈
蓬
〉
「
裏

物
」
、

〈
静
〉
「
裏

物
」
。
3
0
〈
静
〉
「
庭

上

に
」
。
3
1
〈
近
〉
「

を

よ
ひ
」
、
〈
蓬

〉
「
及

て
」
、
〈
静

〉
「

を

よ
ひ

て
」
。
3
2
〈
近

〉
「
か

さ

ら
ん

か
」
。
3
3
〈
近

〉
「
ち

や

う
し

ゆ

を
て

ら

さ

ん

肖

り

５
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か

た

め
」
。
3
4
〈
近

〉
「
と

も

さ

れ

た

り
」
、
〈
蓬

・

静
〉
「
矩

さ

れ

た

り
」
。
3
5
〈
近

〉
「

へ

い

ゆ

う
し

と
」
。
3
6
〈
蓬

〉
「
句

を
」
。
3
7
〈
近

・

蓬

・
静

〉
「

け

る

か
」
。
3
8
〈
近

〉

「

さ

い
く

う

の

に
よ

う
こ

」
、
〈
蓬
〉
「

柴

宮

女

御
」
、
〈
静

〉
「

柴

宮
女

御

」
。
3
9
〈
近

〉
「
あ

や

し

き
」
、
〈
蓬
・
静

〉
「

あ
し

き

」
。
4
0
〈
近

〉
「

へ

い

ゆ

う
」
、
〈
蓬

・
静
〉
「

平

喩

あ

り

き
」
。
4
1
〈
近

〉
「
一

し

の
」
、
〈
蓬

・
静

〉
「

一
時

か
」
。
4
2
〈
近

〉
「

ら
く

や

う

に
」
、
〈
蓬
〉
「

洛
陽

に
」
、
〈
静

〉
「
洛
陽

に
」
。
4
3
〈
近
〉
「
上
下

の
」
。
4
4
〈
近

〉
「
七
千

人

」
。
4
5
〈
蓬

・

静
〉
「
異

説

に
」
。

な
お
、

以
下

の
異

説

を
、
〈
底

・

蓬

・
静
〉

は
、

【
注
解

】

○

天
台

座

主

東
陽

坊

忠

尋
僧

正
　
「
導

師

法
印

権

大

僧

都
忠

尋

〈
山

座

主

也
〉
、

呪

願

権

僧

正

覚

猷

」
（
『
中

右

記
』

長

承

元

年

三

月

十

三

日

条

）
。

忠

尋

は
、

長
承
元

年
七

月

八

日
任

権

僧
正

、

保
延

元

年

九
月

二

十
二

日

任

僧
正

、

保
延

三

年

正

月

十

四

日

任
大

僧
正

（
『
僧
綱

補

任
』
）
。
〈
延

・

長
〉

は
、

叡
山

中

堂

の
医
王

善

逝

の
化

身

し

た
貧

僧

に

よ

る
供

養
譚

。

○

一
人

三

公
　

一
人

＝
関

白

は
、

忠
通

。

長

承
元

年

は
、

太

政
大

臣

が
閥

官

の
た

め
、
三

公

は
、

左
大

臣

家
忠

・

右
大

臣

有

仁

・
内

大

臣

宗

忠

を

指

す

。

○

末

世

ノ

冨

留

那
　

忠

尋

の
説

法

に

つ

い

て

は
、

『
中

右
記

』

嘉
承

二

年

八
月

十
二

日
条

「
講
師

忠

尋

説
法

之

体

頗
以

優

妙
也

」
、

同

九

月
二

日
条

「
講

師
忠

尋

説

法

之

体

頗

有
二
骨

法

』
、
天

仁
元

年
八

月

十

八

日

条

「
忠
尋

天

台

英
華

、

問

答
往

覆

有
二
逸

興
一
欺

、
人

々

感
歎

」
。

富

楼
那

の

弁
智

を
記

す
事

例

は
多

い
。
「
禅

徒
則
不

好

身
子

富

楼
之

智

弁
（
『
安

居
院

唱

導
資

料

集

こ
「
左

兵

衛
督

成

範

為
土

佐
内

侍

修

善

表

白
し
、
「
雖

冨

楼

那

。弁

説

以

。詞

争
；

尽
：

」

（
『
安

居

院

唱

導

集

上

巻
』
「
鳳

光

抄

」

三
七

五

頁

）
。

○
弁

士

ノ
舎

利

弗

ト

覚

タ

リ
　

こ

こ

は
、

澄

憲

を
当

代

で

あ
る

末
世

の
富
楼

那

や

こ

の
日

本

の
釈

迦

に
喩

え

る

わ
け

だ
か

ら
、
「
弁

士
」

は

、
〈
蓬

・
静
〉

の
「

辺
土

」

が
良

い
。

○

聴

聞
集

会

ノ
万

人

ハ

、
随

喜

ノ

涙
ヲ

流

シ
・：
歓

喜

ノ
袖

ヲ
絞
　
〈
延

・
長

〉
に

ほ

ぼ
同

様

の
記

事

か

お

る

が
、

特

に

〈
延

〉

に
近

い
。
「
聴

聞

集

会

ノ
万

人

、
随

喜

ノ

涙

ヲ

流

シ

テ

、
無

始

ノ
罪

障

ヲ
濯

ギ
、
見

聞

覚

知

ノ
道

俗

ハ
、

歓

喜

ノ
袖

ヲ
脳
孚

之
ｊ

）
テ
」

ス
延
〉

巻

一
－

一
四

オ
）
。
〈
盛
〉

の
前

半

の
得

長

寿
院

供

養
譚

は
、
〈
延
〉

と

は
全

く

異

な

る

が
、

こ

の
後

は
近

似
文

が
い

く

つ
か

指
摘

で

き

る
よ

う

に
、

双
方

の
本

段
下

げ

で
記

す

が
、
〈
近
〉

は
、

通
常

表

記

。
4
6
〈
近

〉
「
ひ

こ

と
か
」
。

文

が
全

く

無

関

係

に
成

立

し

た

訳

で

は
無

い

こ

と

が
わ

か
る
。
『
中

右

記
』

に

は
、

「
説
法

了

（
之

力
）
詞

足

随

喜
・
也
」

と
あ

る
。

○
説

法

八
三

時

計
也

ケ
ル

ヲ

、
聴

衆

ハ

刹

那

ノ
程

ト

思

ヘ
リ
　
〈
延

・
長
〉

が
、
「
御
説

法

永

シ
テ

、
三

時

バ
カ
リ

ア

リ

ケ

ル
ヲ

、
法

皇

ハ
刹
那

程

ト

ゾ
被

思

食
・
ケ

ル
」

ス
延
〉
）

と

い
う

よ
う

に
、

法

皇

の
思

い

と
す

る
の

は
、
〈
延

・

長
〉

が
、
鳥
羽

院

の
善

根

を
強

調

す

る
文

脈
で

得

長

寿

院

の

供
養

譚

を
記

そ

う

と
す

る

た

め
。
〈
盛

〉
に

も
、
そ

の
名

残

と
思

わ

れ

る

鳥

羽

院

の

善
根

を

讃
歎

す

る
本

文

が
散

見

さ

れ
る

。

な
お

、『
中

右

記
』
に
「
導

師

数

刻

説

教

、
依

ぃ
有
二
別
作

（
仰

カ

ブ

也

」
と

あ
る

よ

う

に
、
当

日

は
鳥

羽

院

の
特

別

の

仰

せ

に

よ

り

説

法

が
行

わ

れ

た

こ

と

が
分

か

る
。
「
得

長

寿

院

供

養

次

第
」

（
続
群

二

六
下
－

三
二

三

圭

二
二

六

頁
）

に
は

、
説

法

に
関

す

る

記
述

は

な

い
。

○
医

王

善

逝

化

現

楸
　

叡

山

根

本
中

堂

の
本

尊

が
薬

師
如

来

。

○

転
法

輪

堂

釈

迦
如

来

ノ
説

法

力
　

叡

山

西

塔

の

転
法

輪

堂

の

本

尊

が
釈

迦

如

来

。

○

座

主

ハ

高

座

ヨ

リ

下

給

ヒ
、

正

面

ノ
左

ノ

柱

ノ

本

二
座

シ

給

ヘ

リ
　
〈
延

・
長

〉

に

は
、

「

高
座

ヨ
リ
下

テ

、
正

面

ノ
左

ノ
柱

ノ

本

二
居
給

ヘ
リ
」
（
〈
延

〉
）
と

あ
る

。
『
中

右

記

』
長

承
元

年

三

月
十

三

日

条

に
、「
導

師
呪

願

降
・
高

座

‘楽

人
発

ぃ
楽
〈
宗
明

楽

、

左

方

〉
、
着

礼

盤
・
礼

ぃ
仏

退
出

」
と

記

さ

れ
る
。

○

御
布

施

ニ

ハ
、
千

石
千

貫

沙

金

千

両

、

其
外

被

物
裏

物

庭
上

岡

ヲ

ナ

セ
ル

ガ
如

シ
　
〈
延

・
長

〉

に
、
「

御
布

施

干

石

千
貫

、

金
千

両

、

其
上

二
御
加

布

施

、
御

堂

ノ
前

二
山

ノ
動
４　
出

タ
ル

ガ
如

シ
」

ス
延

〉
）

と

あ

る
。
『
中

右

記
』

に

は

、
「
敦

兼

朝

臣

奉
ア
公

家

御

読

（
誦

力
）

経

使

内

蔵
頭

清

隆
被

二
参
入
・
之

由

Ｌ
、
則
敷

ぃ
座

給

ぃ
禄

、
・：
院
・

女

院
加

布

施
給

ぃ

（
で
）



１ ）『源平盛哀記』全釈（

之

」

と

あ
り

、
公

家

（
天

皇

）

に
よ

る
布

施

の

ほ

か
、

鳥
羽

院

、

待
賢

門

院
藤

原

璋

子

に

よ

る
加

布

施

が

な
さ

れ

た
。

○

及

二
夜

陰
・
、
導

師

退

出

ス
　

夜

陰

に

及

ん
で

の
退

出

と

い

う
の

は
、
〈
延

・
長

〉

同

。
〈
延

・
長
〉

で

は
、
庭

に

集

ま

る
聴

衆

の

た

め
、

薬
師

如

来

を
初

め

と
し

て

、

日
光

月

光

は
光

を
輝

か

し
飛

び
上

が
り

退

出

し

た
と

す

る
。

薬
師

如

来

は
薬

師

瑠
璃

光

如

来

と
も

称

す
。

そ

の
十
二

大

願

に
、
コ

に
我

来
世

に
菩

提

を
得

ん
時

、
自
身

の
光

明
熾

然

と
し

て

無
量

の
世
界

を

照

曜

し
、

三

十
二

相

八
十

種

好

を
以

て

荘

厳

と

な
し
、

一
切

の
衆

生

を
し

て
亦

我

と
異

な

か

ら

し

め

ん
。

二

に
我

が
身

瑠

璃

の
如

く
、

内

外

清

浄

に
し

て

瑕

垢

な

く
、

光
明

日

月

に
過

ぎ

、
人

を

し
て

昏
暗

の
中

に
も
方

所

を
知

り

事
業

を
作
し

め

ん
」
と

あ

る
。
『
中

右

記

』
に
よ

れ

ば
、
導

師
退

出

は
、
夕

闇
以

前

の

こ
と

と
考

え

ら

れ
る

が
、〈
延

・
長

〉
が
、
薬
師

如

来
、
日
光

月

光

が
光

を
輝

か
し

た

と
し

、〈
盛

〉

が
「
及
・
夜

陰
・
、
導

師
退

出

ス
。

為
ぃ
餅

二
仏
庭
・
、
為

函

ツ
聴

衆

へ

万

灯

ヲ

矩

サ

レ

タ
リ
」

と
す

る

の
は

、

薬
師

如

来

の
光

明

を
強

調

あ

る
い

は
連

想

さ
せ

る

た

め

か
。

あ

る

い

は
、
〈
盛
〉

の

場
合

は
、

導
師

＝

薬

師

の
化

身

と

い
う

説

を
「

僻
事

」

と
否

定

す

る

わ
け

だ

か
ら

、

こ

こ
は

、
〈
延

〉
「
月

輪
西

山

二
隠
テ

、

夜
陰

二
及

ビ

ケ

レ

バ
」
の
よ

う

な
記

事

を
受

け

て
、
万

灯
会

に
擬

し

た
か

。

○

矩

サ

レ

タ
リ

「
矩
　

ト
モ

ス
」
（
『
天

文

本
字

鏡

紗
』
一
〇

二

九

）
。

○
彼

寺

ノ

異
名

ヲ

バ
、
平

愈

寺

ト
申

也
　

平

癒

堂

と
称

し

た

と

す

る
件

、
〈
延

〉
不

記

、
〈
長
〉

同

。

こ

う
し

た

異

名

の
事

実

は
確

認
で

き

な

い

が
、
赤

松

俊

秀

は
、『
中

右

記
』
長

承
二

年
四

月
十

五

日
条

や

、
長

承
元

年
四

月

一

日
条

（
九
条

家

本

『
中

右

記
』
）

に
、
前

斎
院

や

宗

【
引

用
研

究

文

献
」

∇

）

忠
の
下
女
の
病

が
、
得
長
寿
院
へ
の
参
拝
に
よ
り
治

っ
た
と
す
る
記
事
が
あ
る
こ

と
を
指
摘
し
、
得
長
寿
院
供
養
霊
験
説
話
は
、
落
慶
供
養
後
ま
も
な
く
に
成
立
し

得

た
と
す
る
。

○

衆
病
悉
除
身
心
安
楽
　

薬
師
如
来

が
た
て
た
十
二

の
大
願
の

第
七

に
、「
若
諸
有
情
衆
病
逼
切
、
無
救
無
帰
、
無
医

無
薬
、
無
親
無
家
、
貧
窮
多

苦
、
我
之
名
号
一
経
其
耳
、
衆
病
悉
除
、
身
心
安
楽
、
家
属
資
具
悉
皆
豊
足
乃
至
、

証
得
無
上
菩
提
」
（
「
薬
師
講
式
」
）
と
あ
る
。

○
柴
宮
ノ
女
御
　
柴
宮
は
、
斎
宮

が
良
い
。
〈
長
〉
「
大
宮

の
女
御
」
。
『
中
右
記
』
長
承
二
年
四
月
十
五
日
条
に
、
前

斎
宮
、
斎
院
と
な
っ
た
鳥
羽
院
の
皇
女
恂
子

の
廬
が
、
得
長
寿
院
へ
の
参
詣
に
よ

り
癒
え
た
旨
の
記
載

が
あ
る
（
赤
松
俊
秀
）
。
た
だ
し
、
恂
子

は
、
女
御
と
な
っ
て

は
い
な
い
。

○
異
説
二
宮
地
主

権
現

ノ
非
人
ト
現

ジ
テ
・
：
　
〈
延
・
長
〉
で
は
、

地
主
権
現

の
床
下

に
住
む
貧
僧

が
導
師
と
な
る
の
だ
が
、
実

は
薬
師
如
来
の
化
現

で
あ
っ
た
と
す
る
。
故
に
導
師
と
な
っ
た
の
は
、
薬
師
如
来
な
の
だ
が
、
こ
こ
に

言
う
異
説
と
は
、〈
延
・
長
〉
の
説
話
を
指
す
と
見
て
良
か
ろ
う
。
異
説
以
下

の
記

事
が
、
盛
衰
記
成
立
後
の
あ
る
段

階
に
お
け

る
注
記

な
ら
ば
、〈
延
・
長
〉
型
説
話

と
〈
盛
〉
の
記

事
と
の
先
後
関
係
は
決

め
が
た
い
が
、
異
説
等
を
含

む
別
記
文

（
本
文
中
、
一
段
下

げ
て
表
記

さ
れ

た
部
分
）
を
検
討
し

た
日
比
野
和
子

に
よ
れ

ば
、
大
部
分
の
別
記
文
は
、
盛
衰
記
成
立
時
に
存
在
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
と

す
る
。
と
す
れ
ば
、
〈
盛
〉
編
者
は
、
〈
延
・
長
〉
の
説
話
を
異
説
と
し
て
退
け
な

が
ら
も
、
一
部
本
文

を
取
り
込
み
、
忠
尋
を
導
師
と
す
る
新
た
な
記
事
を
作
り
あ

げ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

＊
赤
松
俊
秀
「
得
長
寿
院
落
慶
供
養
に
つ
い
て
」
（
文
学
一
九
六
八
・
1
0。
『
平
家
物
語
の
研

究
』
法
蔵
館
一
九
八
〇
・
１
再
録
）

＊
日
比

野
和
子
「
源
平
盛
衰
記
に
関
す
る
一
考
察
－

別
記
文
に
つ
い
て
－

」
（
名
古
屋
大
学
軍
記
物
語
研
究
会
会
報
２

号
、
一
九
七
四
・
２
．
『
日
本
文
学
研
究
大
成
平

家

物
語
ＴＩ
』
国
書
刊
行
会

一
九
八
九
・
７

）
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‐
忠

盛

仏
智

二
叶

，Ｊ程

ノ
寺

ヲ

造

進

シ

タ
リ

ケ

レ

バ
、
禅

宗
法

皇

叡
感

二
堪
ヘ
サ

セ
給

ハ

ズ
、
被
以
下
Ｊ
遷

任

う
之
土

、
当

座

二
刑

部

卿

ニ
，
ナ
サ

ル
。
内

ノ
，
被

巡

行・
昇

殿
１

昇

殿

ハ

是

、

象

外

ノ

選

ナ

レ

バ
、
，
俗

骨

望

。
事

ナ

シ
。

就
ぃ
中

先

祖

］
局
見

王

ヨ

リ
其

。
跡

久

、
４

絶
へ
タ
リ

シ
、

忠

盛

三

十

六

二

シ
テ

被
ぃ
免

，
，
ケ

リ
。

院

ノ

殿

上

ス

ラ

難

仏

土

，
、

況

ま

内

ヨ

ニ
ノ
昇

殿

二
於

。
ヲ

ヤ
。

当

時

ノ
面

目

、
子

孫

ノ
繁

昌

ト
覚

．凡
タ
リ

。
法

皇

常

ノ
1
1課

ニ

ハ
、
「
忠

盛

ナ

カ

ラ

マ

シ
カ

バ
、
誰

力
1
2朕

ヲ

バ
仏

二
成

す
べ
半
」

ト
テ

、
或
時

ハ
御

剣
御

衣

、
或

時

ハ
沙

金
1
3錦

絹
ヲ

徳
長

寿

院

へ
可

心
奉

丿
廻

向

七
ト

テ
、
下

、
賜

ヒ
ケ

リ
。

其

。上

閥

国

ノ

ア
レ

カ

シ
、
庄

園

ノ
ア

ケ

カ

シ
、
重

々

モ

タ

バ
ン
ト

思

男
『

レ

ケ
レ

バ
、
雲

ノ
上

人

嘲

、
憤

，
テ
、

同

，
，
年

十

一

月

ノ
1
4五

節

廿

三

日

ノ

豊

。
明

，
。節

会

ノ
夜

、

闇

打

ニ

セ

ン

ト
支

度

ア

リ
。

忠

盛
1
5此

。
事
夙

聞

ゴ
ア
、
「
我

非

づ
右

筆

。
身

ぺ

武
勇

ノ

家

二
生

札
テ
、

今
此

。恥

ニ
ア

ハ

ン
事
、

為
ぃ
身

。
為
ぃ
家

。心

ウ
カ

ル

ペ
シ
。

又

此

。事

ヲ

聞

，
ナ

ガ
ラ
出

仕

ヲ

ト

。ヽ
メ
ン

モ
Ｊ
ぶ
カ
ヒ

ナ

シ
、

所
詮

身

ヲ
1
7全

，

シ
テ
君

二
仕

ふ
ル

ハ
忠
臣

ノ
法

上

冊

事

ア
リ

」

ト
云

。
テ
、
1
8内

々

有

飛

用
意
・
。

爰

二
忠
盛

朝

臣

ノ
郎

等

二
進

。三

郎
「
一
四
大

夫

加
季

房
作子

、
左

兵
衛

。
尉
2
1平

。家

貞

上

行

者

ア
リ

。

本

ハ
忠
盛

ノ
父

正

盛

ノ

ー
門

タ
リ

シ
ガ
、
正

盛

ノ
時

始

丿
乙

郎

等
職

卜
成
，
タ

リ

シ
木
工

。
右
馬

。
允
平

。貞

光

。
孫

也
。

備

前

。守

ノ

許

ニ
2
3参

，
テ
申

，
ケ

ル

ハ
、「
今

夜

五

節

ノ

御
出

仕

ニ
ハ
、

僻

事

イ

デ
ク

ベ
牛
由
承

，
候

ふ
。

但

乱

祖
父

貞

光

ハ
、

乍

謐

恐
ａ

御

一
門

ノ
末

ニ
テ
侍

、
ケ

ル

ガ
、
故

入

道
殿

ノ
御
時

二
始
ｊ
ア
郎

等

二
罷

，
成

，
候

。
ケ

リ
ト

承

ル
。

貞
光

ニ

ハ
孫
也

、

軍

房
ニ

ハ
子

也

、

親

・
刀
祖

父

二
勝

ル

ベ
牛

ナ
ラ

ネ

バ
、
其

。
振

舞
ヲ

仕

ル
。

殿

中

ノ
人

々
、
我

モ

く

ト
思

ふ
輩

ハ
、

カ

ズ
多

言

ソ

侍

ラ

メ

ド
モ

、
加

様

ノ

実

ノ
詮

ニ
ア

ヒ
奉

ラ

ン
者

ハ
、

類
2
8
少

，
コ
ソ

候
Ｊ
フ
メ
。

御

伴

ニ

ハ
家
貞

参

ー
ペ
シ
。

無

バ
御

憚

ぺ可

べ
有

二
御
出

仕

』

ト

申
，
ケ
レ

バ
、

忠
盛

「

然

。
づ

と

ト

テ
、

召

，
具

ス
。

家
貞

八
2
9布
衣

の「
一
五
下

二
萌

黄

ノ

腹
巻

。
、
衛

府

ノ

。
太
刀

佩
，
、

烏
帽

子

引

，
入

れ
、

袖

綴

，
テ
、

殿

上

ノ
小

庭

ニ

ア
リ

。
3
2子

息

平

六

家
長

ハ
、

歳
十

七

、

た
け
　
　
　
ほ
ね
　
　
　
　
　
　

か
う
　
　
　

ど

ど
　
　
　
　
　

あ
ら
は
　
　
　
　
た
く
ま
　
　
　
　
　
　
　

ほ・つ
い
　
　
　
　

を
ど
し
　
　
　
　
　
　

し
ゃ
く
ど
う
づ
く
り
　
　
　
　
は

括
舎『

、

骨
3
3太

シ
ビ
ア
、
3
4剛

。者

、

度

々

ズ

ガ
ネ

ヲ

顕

シ
テ
、

譜
煙

，
者
、

コ

レ

モ

ゴ
仰
衣

。下

二
紫

威

ノ
腹

巻
著

テ
、

赤

銅

造

ノ
太

刀
3
8佩
ｊ
ア
、

無

官

ナ

レ

八
羽
徐

々

シ

テ
、
4
0左

右

ノ
手

ヲ

土

二
4
1ツ

キ

テ
、
犬

居

二
居

テ
、

雲

透

二
殿
上

ノ
方

ヲ
伺

。
見

テ
、
親

ノ
家

貞

ア

ヽ
ト

イ

八
八

子

息

ノ
家

長

モ

ツ
ト
可

↓
打

九
入

丿
支

度

也
。

殿
上

ノ
人

々

怪
よ

ヲ

ナ

シ
ケ

レ

バ
、
頭

。
左

中

弁
4
2師

俊

。
朝

臣
、
4
3蔵

人

。
判

官

平

。
時

信

ヲ
召

，
テ
、
「
宇

津

保

柱

ヨ
リ

内

ニ
、

布

衣

ノ

者

品

候

。
ヌ

ル

ハ

何

者
ソ

。

事

ノ
体

、

狼
籍

也
、

罷
，
出

。
ヨ
」

ト
イ

ハ
セ

タ
リ

ケ

レ

バ
、
家

貞

ハ
、
「
主
君

。
備

前

。
守
今

夜
暗

打

ニ
セ
ラ

ル

ベ
牛
由

承

レ

バ
、
4
6ナ

リ
果

。
給

ハ
ン
″
様

、
奉
に
見

ベ
ケ

レ

バ
」

ト

テ
、
「
一
六
4
8
畏

テ

。
候

ケ

レ

バ
、
5
0事

ノ
様

、

実

ニ
5
1主
5
2コ
ト

テ
ア

ニ
テ
、

腰

ノ
程

ヲ
5
6差

，
佻

。
タ
ル
様

テ

ビ
ア
ハ
ベ

堂
上

マ
デ
モ
。可
々
切
，
上
べ
頬

魂

也
ケ
ル
上

ニ
、
5
4忠
盛
。
朝
臣
黒
鞘
巻
ヲ
装
束
ノ
上
。
横
夕
へ
指
，
テ
、
5
5支
度
計
ナ

牛
体

、
柄
ヲ
人

二
回
ソ
見
セ
ケ
ル
。
人
々
事
ガ
ラ
5
8尤
シ
ト
ヤ
Ｊ
鉢
恵

。合
ペ
ケ
ン
、
其

。
夜
ノ
闇
打
ハ
ナ
カ
リ
ケ
リ
。

【
校

異
】

１

〈
近

〉
「
か

様

ニ
」

と

傍

記
。

２

〈
近

〉
「
之

」

な
し

。
３

〈
近

・
蓬

・
静

》
「

な

さ

れ
」
。

４

〈
近

〉
「
ゆ

る

さ

る

と

。
５

〈
近

〉
「
し

や

う

く

わ
い

の

ゑ
ら

ひ

な

れ

は
」
、
〈
蓬

〉
「

象
外

の
選

な
れ

は
」
、
〈
静

〉
「

象

外

の

選

な

れ
は
」
。
６

〈
近

〉
「

ぞ
く

こ
つ
」
、
〈
蓬

〉
「

俗
骨
」
、
〈
静

〉
「

俗

骨
」
。

７

〈
近

〉
「

た

か
み

の

お
ほ

き
み

よ

り
」
、

〈
蓬
〉
「
高

見

王

よ

り
」
、
〈
静

〉
「

高

見

王

よ
り

」
。

８

〈
近

〉
「

た

え

た

り
し

を
」
、
〈
蓬

〉
「
絶

た

り
し

に
」
、
〈
静
〉
「
絶

た
り

し

に
」
。
９

〈
近

〉
「
け

る
」
。
1
0
〈
近

〉
「
あ

か

り
」
、
〈
蓬

・

静
〉
「
上

り
」
。

Ｈ

〈
近

・
蓬

・
静

〉
「

仰

に

は
」
。
1
2
〈
蓬

・
静
〉
「
丸

を

は
」
。
1
3
〈
近

〉
「

き

ん

け

む

を
」
、
〈
蓬

〉
「
綿

絹

を
」
、
〈
静
〉
「
綿

絹

を
」
。
1
4
〈
近

〉

「
五

せ

ち
」
、
〈
蓬
〉
「
御

節

」
、
〈
静
〉
「
御

節
」
。
1
5
〈
近

〉
「

こ
の

こ
と

を

ほ

の
か

に

き
ひ

て
」
、
〈
蓬

〉
「

こ

の
事

ほ

の

き
き

て
」
、
〈
静

〉
「
此

事

ほ

の

き

ゝ
て
」
。

1
6〈
近

〉
「
い

三
一
）
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（
【
）

ひ

か
ひ

な
し

」
、
〈
蓬

・

静
〉
「

云
甲

斐

な

し
」
。
1
7
〈
近
〉
「
ま

た
ぅ

し

て
」
、
〈
蓬

・
静
〉
「

全

し

て

」
。
1
8
〈
静

〉
「
内

々
」

な
し

。
1
9
〈
近
〉
「
ょ

ぅ

し

ん
」
。
2
0
〈
蓬
〉
「

平

平

房
か
子

に
」
、
〈
静
〉
「
平

，
平

房
か
子

に
」
。
2
1
〈
蓬

・
静

〉
「
平

」

な

し
。
2
2
〈
近
〉
「
ら

ぅ

と
ぅ

し

き
と
」
、
〈
蓬

〉
「

郎

等
職

と
」
、
〈
静
〉
「
郎

等
職

と
」
。
2
3
〈
近

〉
「

ま

い

っ
て

」
、
〈
蓬

・
静

〉
「
参

て
」
。
2
4
〈
近

〉
「
お

ぅ

ぢ
」
、
〈
蓬
〉
「
祖

父

」
。
2
5
〈
近

〉
「
お

ほ

そ

れ
」
、
〈
蓬
〉
「

恐
」
。
2
6
〈
静
〉
「
御

一
門
：
・
始

テ
」

ま

で

傍

書
。
2
7
〈
近

〉
「
お

ぅ

ち

に
」
、
〈
蓬
〉
「
祖

父

に
」
、
〈
静

〉
「
祖

父

に
」
。
2
8
〈
近
〉
「
す

く

な
ぅ

こ

そ
」
、
〈
蓬
・

静
〉
「
す

く

な

く

こ

そ
」
。
2
9
〈
蓬
〉
「
布

衣

の
」
。
3
0
〈
近

・
蓬

〉
「

き
」
、
〈
静

〉

「
着

」
。
3
1
〈
近

〉
「
た

ち

を
」
。
3
2
〈
近
〉
「
し

そ
く

の
」
。
3
3
〈
近
〉
「

ふ
と

ぅ

し

て
」
。
3
4
〈
近

〉
「
か
ぅ

の

も

の
」
、
〈
蓬

〉
「

高

者

」
、
〈
静
〉
「
高

．
者

」
。
3
5
〈
蓬

・

静
〉
「

鐸

金

ぁ

ら

は
し

て
」
。
3
6
〈
近

〉
「

た
く

ま

し

き
も

の

な
り

」
、
〈
蓬

〉
「
し

た

ゝ
か
者
」
、
〈
静
》
「
し

た
た

か

も

の
」
。
3
7
〈
蓬
〉
「

布
衣

の
」
。
3
8
〈
近

〉
「

は

い
て
」
。
3
9
〈
近

〉
「
し

ょ

く

と
し

て
」
、
〈
蓬
〉
「

徐

に
し

て

」
、
〈
静
〉
「
除

に
し

て

」
。
4
0
〈
蓬

・
静
〉
「
手

を
」
。
4
1
〈
蓬

・
静
〉
「

っ

き
」
。
4
2
〈
近

〉
「
も

ろ

と

し
ぁ

そ

ん
」
。
4
3
〈
静
〉
「
蔵

人
」
。

4
4〈
蓬

・
静

〉
「
候

す

る
は
」
。
4
5
〈
静
〉
「
備

前

守
」
。
4
6
〈
近

〉
「
な

り

そ
の

は
て
」
、
〈
蓬

・

静
〉
「
成

は

て
」
。
4
7
〈
近

・

蓬
〉
「
ゃ

ぅ
」
。
4
8
〈
近

〉
「
か

し

こ
ま

て
」
、
〈
蓬

〉

「

畏

っ

ご

。
4
9
〈
蓬

・
静
〉
「

候
し

け

れ

は
」
。
5
0
〈
近

〉
「

こ

と
の
ゃ

ぅ

」
、
〈
蓬
・

静
》
「
事

が
ら
」
。
5
1
〈
近
〉
「

し
ぅ

」
、
〈
蓬
〉
「
主

Ｌ

、
〈
静

〉
「

主
」
。
5
2
〈
近

〉
「

こ

と

に
あ
は

上

、
〈
蓬
・
静
〉
「
事

に
あ
は

上

。
5
3〈
蓬
・
静
〉
「
き
り
上
り
ぬ
へ
き
」
。
5
4〈
近
〉
「

だ

ゝ
も
り

あ
そ
む
」
。
5
5〈
近

〉
「
し
た
く
は
か
り
な
き
」
。
5
6〈
蓬
・
静
〉

「
さ
し
佻

く
る
や
う
に
し
て
」
。
5
7〈
蓬
〉
「

ゾ
」
な
し
。
5
8〈
近
〉
「
し

る
し
と
ゃ
」
。
5
9〈
近
〉
「

お
も
ひ

あ
は
せ
ら
れ
け

ん
」
、
〈
蓬
・
静
〉
「
思
ひ

あ
は
れ
け
ん
」
。

【
注
解
」
○
忠
盛
仏
智
二
叶
程
ノ
寺
ヲ
造
進
シ
タ
リ
ケ
レ

バ
：
・
　〈
長
〉
に
も
、「
忠
　
　
　

造
と
賀
茂
斎
院
成
功
に
よ
っ
て
「
重
遷
任
宣
旨
」
を
賜
い
、「
此
次
」
に
尋
常
の
国

盛
朝
臣
か
ゃ
う
に
仏
意
に
相
か
な
ふ
ほ

ど
の
寺

ざ
う
ゑ
い
す
。
価
け
ん
じ
ゃ
う
に
　
　
　

を
拝
任
す
る
よ
う
に
望
ん
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
遷
任
宣
旨

と
は
、
次

は
開
国
を
給

べ
き
よ
し
仰
下

さ
る
。
：
こ
（
工
上

一
九
圭

二
〇
頁
）
と
あ
る
。
忠
盛
　
　
　

の
機
会
に
お
け
る
他
国
の
国
守
拝
任
の
権
利

を
朝
廷
か
ら
認
め
ら
れ
た
約
束
手
形

の
造
進
し

た
得
長
寿
院
が
、
そ
の
落
慶
供
養
の
成
功
に
よ
っ
て
、
は
れ
て
「
仏
智
　
　
　

の
様
な
も
の
と
い
え
る
。
備
前
守
在
任
中
（
も
し
く
は
重
任
中
）
に
、
次
の
国
守

二
叶
」
う
も
の
で
あ
る
こ
と
を
言

う
。
〈
長
〉
で
は
、
こ
れ
に
よ
っ
て
初
め
て
勧
賞
　
　
　

補
任

が
約
束

さ
れ
た
こ
と
を
示
す
。
現
実
に
は
、
忠
盛
は
美
作
守
に
遷
任
す
る
こ

些

言
及
し
、
忠
盛
に
閥
国

の
「
但
馬
国
」
が
下

さ
れ
た
と
す
る
。

○
被
下
遷
任
之
　
　
　

と
に
な
る
。「
平
家

繁
昌
」
の
注
解
「
忠
盛
朝
臣
備
前
守
タ
リ

シ
時
」
参
照
。

○
当
座

上
　
「
遷
任

を
下

さ
れ
る
」
と
は
厳
密
に
言
え
ば
、
遷
任
宣
旨
を
下

さ
れ
た
と
い
う
　
　
　

二
刑

部
卿
ニ
ナ
サ
ル
　

刑
部
卿
は
、
忠
盛
の
極
官
で
、〈
長
・
屋
・
覚
〉
が
、
忠
盛

こ

と
。
恐
ら
く
は
『
中
右
記
』
三
月
十
三
日
条
「
国
司
忠
成
（
盛
し

被
・ｙ
下
二
遷
　
　
　

死
去
の
記
事
で
、
「
刑
部
卿

二
至
テ
仁
平
三
年
正
月
十
五
日
五
十
八
ト
申

二
遂
失

任
宣
旨

』

と
関
わ
ろ
う
。
遷
任
宣
旨
に
つ
い
て
は
、
『
五
に
妻
鏡
』
文
治
二
年
五
月
　
　
　

給
ヌ
」
ス
屋
〉
）
と
す
る
よ
う
に
、
刑
部
卿
任
官
は
、
仁
平

几
年
（
一
一
五
一
）
二

二
日
条
に
、
前
対
馬
守
親
光
に
つ
い
て
「
凡
任
国
之
時
。
修

造
此
等
神
殿
・
之
者
。
　
　

月
二
十
一
日
（
コ
ロ
記
別
記
』
同
日
条
）
の
こ
と
。
故
に
、
こ
の
折

の
任
官
記
事
は

募
乙
其
賞
・
。
被
ぃ
仰
二
重

任
遷
任
一
之

例
也
。
可

長
尹

賞
之
旨

言
上
。
其
上
依
・
賀
　
　
　

誤
り
。
高
橋
伸
幸
は
、
〈
盛
〉
の
供
養
後
の
勧
賞
に
お
け
る
任
刑
部
卿
に
つ
い
て
、

茂

斎
院
成
功
・
。
賜
二
重
遷
任

宣
旨
・
。
以
・・
此
次
・
可
ぃ
拝
・
任

尋
常
国

之
趣
。
内
　
　
　
〈
延
〉
に
お
け
る
家
貞
の
言
に
、
忠
盛
を
指
し
て
「
相
伝
ノ
主
刑
部
卿
殿
」
（
一
八

内
望

二
品
御
挙

達
し

と
あ
る
。
対
馬
守
任
期
中
の
八
幡
宮
以
下
諸
社
の
神
殿
修
　
　
　

オ
、
〈
盛
〉
の
該
当
部
は
「
主
君
備
前
守
」
）
と
あ
る
こ
と
か
ら
改
変
さ
れ
た
も
の
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で
、
文
芸
的
見
地
か
ら
繰
り
上

げ
て
こ
こ
に
記
さ
れ
た
と
す

る
。
鳥
羽
院

か
ら
、

忠
盛
の
任
刑
部
卿
の
適
否

を
諮
問

さ
れ
た
内
覧
頼
長
は
、
「
若
論

豆
ハ
種
・
可
ぃ
謂
二

凡
劣
・
、
然
而
位
叙
二
正

四
位
上
・
、
官

帯
・
内

蔵
頭
殿
上

侍
臣
へ

経
こ
播

磨
守
・
、

所
帯
所
ぃ
経
、
坐
以
貴
重
、
拝
任
之
処
、
誰
謂
こ
非

琴

乎
」（
『
台
記
別
記
』
二
月
二

十
一
日
条
）
と
答
え
て
い
る
。
『
官
職
秘
抄
』
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
刑
部
卿
は
当

時
四
位

の
他
、
参
議
、
散
三
位
な
ど
も
就
任
す
る
重
職
で
あ
る
（
高
橋
昌
明
二
三

〇
頁
）
。
〈
補
任
〉
に
よ
れ

ば
、
忠
盛
に
近

い
頃
の
例
と
し
て
は
、
非
参
議
従
三
位

藤
原
範
兼
（
長
寛
元

年
条
）
、
非
参
議
従
三
位
藤
原
重
家
（
嘉
応
二

年
条
）
が
刑
部

卿
に
就
い
て
い
る
。
刑
部
卿
は
、
公
卿
の
座
を
目
前
と
し
た
忠
盛
の
威
勢
を
象
徴

す

る
人
事
で
あ
っ
た
。
忠
盛
に
お
け

る
任
刑
部
卿
の
意
味
の
大
き
さ
が
、〈
盛
〉
で

は
、
得
長

寿
院
の
造

進
の
功

と
重

ね
合
わ

さ
れ
た
も
の
か
。

○

内
ノ
被
免

昇

殿
　
『
中
右
記
』
長
承
元
年
三
月
二
十
二
日

条
に
、
「
備
前
守
忠

盛
朝
臣
入

来
云
、

被
ぃ
聴

内
昇
殿

’之

後
、
今
日
初
供
二
御
膳
一
也
、
此
人

昇
殿
猶
未
曾
有
之

事
也
」

と
見
え
る
よ
う
に
、
忠
盛
の
内
昇
殿
は
、
宗
忠
ら
伝
統
的
貴
族
に
は
意
外

な
も
の

で
あ
っ
た
。
す
で
に
忠
盛
は
、
院
殿
上
人
と
し
て
院
昇
殿
を
果
し
て
い
る
の
で
あ

り
、
こ
の
記
事
か
ら
も
、
治
天

の
君

の
御
所
に
お
け
る
院
昇
殿
よ
り
、
そ
の
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
化
に
あ
る
天

皇
の
内
裏
に
お
け
る
内
昇
殿
の
方

が
格
上
で
あ
る
こ
と
が

わ
か
る
（
高
橋
昌
明

一
二

四
頁
）
。

そ
れ
は
、
〈
延
・
盛
〉
が
、
こ
の
後
に
、「
院
ノ

殿
上
ス
ラ
難
ぃ
上
、
況
内
ノ
昇
殿

二
於
ヲ
ヤ
」
（
〈
盛
〉
）

と
記
す
こ
と
か
ら
も
明
ら

か
。
さ
ら
に
、
白
根
靖
大
（
一
六
〇
頁
）
に
よ
れ
ば
、
鳥
羽
院
政
段
階
ま
で
は
、

優
位
で

あ
っ
た
内
昇
殿
も
、
後
鳥
羽
院
政
で
は
「
院
殿
上
人

清
撰
」
に
よ

っ
て
、

院
の
も
の
も
同

格
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
明

ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
な

お
、
天

治
元
年
（
一

二

一
四
）

に
、
忠
盛
は
五
節
の
舞
姫
の
献
上

を
命
じ
ら
れ
て

い
る
。
受
領
で
は
忠
盛
の
他
、
安
芸
守
藤
原
為
巾－
が
担
当
し
て
い
る
。
古
来
進
献

者
に

は
官

位

の

昇
進

な
ど

の
優

遇

措
置

が
講

じ

ら

れ
て

お

り
、
忠
盛

も

、
こ
の

時
、

念
願

の
内

昇

殿

を
期

待

し
て

い
た

が
、

実
際

に

は
為

忠

だ

け

が
内
昇

殿

を
許

さ
れ

た
。
『
今

鏡
』
「
宇

治

の
川

瀬

」
、
『
異
本

忠

盛
集

』

一

一
五

等

が

そ

の
事

情

を
伝

え

る

が
、
忠

盛

は
、
こ

の
時

、
内

昇

殿

に

か

な
り

の
自

信

を
持

っ
て

い

た

ら
し

い
（
高

橋
昌

明

一
二

六

頁
）
。

だ

が
、

家
格

ゆ
え

に
忠
盛

の
昇

殿

に

対

す

る
周

囲

の
拒
否

反

応

は
強

か

っ
た

ら
し

い
（
井

上
宗

雄

三
八

一
頁

）
。

殿
上

闇

討

説
話

の
背
景

と
し

て
は

、
『
明
月

記

』
（
建

仁
元

年
十

一
月
二

十
四

日
）

の
伝
え

る
、
豊

明

節
会

の
夜
、

蔵
人
以

康

を
凌

蝶
し

よ

う

と
藤

原

保
季

ら

が

か
た

ら

い
、
以

康

も

こ

れ
に
対

抗

し

よ

う
と

し
て

結

局
未

発

に

終

わ

っ
た
事

件

が
諸

注

に
指

摘

さ

れ
る

が
、
天

治
元

年

の

一
件

も
注

意

す

べ
き

だ

ろ

う
。

○

昇

殿
ハ

是

象

外

ノ

選
ナ

レ

バ
、

俗
骨

望

事

ナ

シ
　
〈
延
〉

に
「

昇
殿

ハ
是

生
涯

ノ
撰

ナ
リ
」
（
巻

一
－

ヱ
ハ
ウ
）

と
あ

り
。

出

典

は
、
『
本

朝
文

粋

』

巻
六

「
申
文
　

橘

直
幹

」
、
『
和

漢

朗

詠

集
』

巻
下

「
述

懐
」

七

五

八

。
「
昇

殿

是

象
外

之

選
也

、
俗

骨
不

ぃ
可

二
以

踏
こ
蓬

莱
之

雲

」
。
「
此

ハ
、
橘

直

幹

力
、

民

部

大

輔

ヲ

ノ

ソ

ミ

マ

ウ

シ

タ
ル

中

文

也

。
上

句

ハ
、

殿

上

ユ

ル
サ

ル

ヽ
コ

ト

ハ
、

オ
ホ

ロ
ケ

ノ

コ
ト

ニ
ア
ラ

ネ

ハ
、

イ

ヤ

シ
半
身

ス

ト
云

也
。

象

外

ト

ハ
、

コ

ノ

ヨ
ノ

ホ

カ
ト
云

事

也
。

殿
上

ヲ
ノ ＼　 ノ ＼

、

オ
モ

ヒ

ヨ
ラ

、
仙

宮

二
タ
ト

ヘ

テ
、

象
外

ノ
地

ト
云

也

。
働

、

昇
殿

ハ
象
外

ノ

エ

ラ

ヒ

ニ
テ
、

其
仁

ニ
ア

タ

ル

事

ナ
リ

ト
云

也

。

俗
骨

ト

ハ
、

仙

ノ
相

ナ
キ

モ
ノ

ヲ
云

也

。
仙

ノ
相

ア
ル

モ

ノ
ヲ

ハ
、

金

骨

ト
云

也
。

シ
カ
レ

ハ
、

金
骨

ヲ

エ

ラ

ヒ
テ

、
昇

殿
ヲ

ハ
ユ

ル
サ

ル

ヽ
事

ナ

レ

ハ
、

ワ

カ
ミ

ハ
俗

骨

テ

ビ
ア
、
仙

洞

ニ
ノ
ソ

ム
ヘ

キ
モ

ノ

ニ
ア

ラ
ス

。

シ

カ

レ

ハ
、
蓬

莱

ノ

ク

モ
ヲ

フ

マ

ム
コ

ト
、

カ
タ

シ
ト
云

也

」（
「
和

漢

朗
詠

集

水
済

注
」

『
『
和

漢
朗

詠

集

古
注

釈

集

成

第
三

巻
』

三

三
〇

頁

）
。

○
就

中

先
祖

高

見
王

ヨ
リ

其
跡

久

絶

タ
リ

シ
　
〈
盛

〉
独

自
異

文
。

高

見
王

は

桓

武
天

皇

の
孫

。
父

は

葛
原

親

王
（
一
品

式

部

卿
）
。
『
本

朝
皇

胤

紹
運

録

』（
群
書

五
－

三

三

頁

）
、「
桓

武
系

図

」（
続

（
］



群

六

上
－

一
頁

）

に
、
「
元

官
元

位

」
、
〈
尊

卑

脱

漏

〉
（
続

群
五

上
－

一

一
四

頁

）

に
、
「
無

位
」

と

あ

る
。

そ

の
子

里

局
望

は
、
寛

平

几
年

（
八
八

九

）
に
平

朝
臣

の

姓

を
う

け

、

そ
れ

か

ら
遠

く

な
い

時
期

に
上

総
介

と

し

て
下

向

、

そ
の

ま

ま
関
東

に
土

着

し

た

と
推

察

さ

れ

る
（
『
国

史

大

辞

典
』
）
。

○

忠

盛
三

十

六

二

シ
テ

被
免

ケ
リ
　
〈
盛
〉
は
得
長

寿

院

供
養

お

よ

び
忠

盛
内

昇

殿

を

史
実

ど
お

り
、
長

承
元

年

二

一
三
二

）
と

す

る

が
、
当

時

の
忠

盛

の
年

齢

は
三

十
七

歳
。

ち

な
み

に
〈
長
〉
は

長

承

元

年

に
三

十
七

歳

と

し
て

、
史

実

ど
お

り
。
〈
延
〉
は
天

承
元

年
（

一

百

二

）

に
三

十

七

歳

と
し

、
年

次

・
年

齢

と

も

に
誤

る
。
〈
四

・

屋

・
覚
〉
は
天

承
元

年

に

三

十

六

歳

と
し

、
年
次

は
誤

る

が
年
齢

は
正

し

い
。
〈
闘

・
南

〉
は
年

齢
不

記
。

な

お
、
こ

の
後

の

忠
盛

死

去
記

事

で

は
、
『
平

家

物

語
』
諸

本

は

い
ず

れ
も

仁
平

三

年

に

五

十

八

歳

と
正

し

く

記

す
。

○

当

時

ノ

面

目
、

子

孫

ノ

繁

昌

卜

覚

タ

リ

〈
盛
〉

の
独

自
異

文

。

○
法

皇
常

ノ
課

ニ
ハ

、「

忠
盛

ナ

カ

ラ
マ

シ

カ

バ
、
誰
力

朕

ヲ

バ
仏

二

成

べ

牛
」
：
・
　「

課
　

ハ

カ

リ

コ

ト
　

ワ

サ
　

カ

タ

ラ

フ
　

オ

ホ

ス
」

（
〈
名

義
抄

〉
法

上
五

七

８

）
。

忠
盛

の

得
長

寿

院

造
進

を

鳥
羽

法

皇

は
殊

の
外

に
喜

び

、
忠

盛

に
対

し

て

過
賞

と

い

っ
て

も

よ

い
程

に

報

い
よ

う

と
し

た

と
す

る
こ

の

記

事
（
「
思

召

レ

ケ

レ

バ
」
ま
で

）

は
、
〈
盛
〉

の
独

自

異
文

。

○

雲

ノ
上

人
嘲

憤

テ
　
「

嘲
憤

テ
」

は

、
諸
本

で

は
、
「
憤
蜻

」
ス
四

〉
）
、
「

饉

狭

デ
」
（
〈
延

〉
）
等

と

あ

る
。
「

嘲
」

の
訓

は
、
「

ア

ザ
ケ

ル
　

タ

ハ

フ

ル
　

ト

ヽ
ノ

フ
　

サ

ヘ

ツ
ル
」

（
〈
名

義

抄
〉

仏
中
五

〇

４

、
天

文

本

『
字
鏡

鈴

』
六

六
六

）
。
〈
盛

〉
に

、
「
下

二
居

テ

嘲
ぃ
上

」
（
１
－

三

六

八

頁
）
、
「
人

臣

ト

シ
テ

朝

家

ヲ

嘲
」
（
２
－

二

七

〇

頁
）
、

「
朝

憲

ヲ
嘲

り
、
王

命

ヲ

背

ク
者
」
（
３
－

五

三
頁

）

等

の
用

例

が
見

ら

れ
る

よ
う

に

、

こ
こ

も

、
鳥

羽

院

の
忠

盛

に
対

す

る
厚

遇

に

腹

を
立

て

た
殿
上

人

達

が
、

嘲

り

憤

っ

た

と

す

る

の

だ

ろ

う
。

○

十

一
月

ノ
五

節

廿

三

日

ノ

豊

明

節

会

ノ

夜

、

闇

打

ニ

セ
ン
　

豊

明

節
会

の
日

に
陵

辱

事

件

が

あ

っ
た
例

と

し
て

は
、
『
明

月

記

▽
ハ
）

建

仁
元

年

（

二

一
〇

一
）
十

一
月
二

十

四

日

条

や
、
『
ふユ
首
物

語

集
』
巻
二

十

八

第

四

話

が
あ

る
（
山

下

宏

明
）
。
「
闇

討

」

の
語

の
先

例

と

し

て

は

『
御

堂

関

白

記
』

寛

弘

三

年

（
一

〇

〇

六

）
五

月

十

日

条

に

「
闇
一
打

定

佐
・
、

被
ぃ
打

後

打
ぃ
彼
」
、

『
江

談

抄
』

三

「
勘

解
由

相
公

暗

打

事
」

に

「
昔

有
Ｔ
可

ぃ
被
二
暗

打
・
之

議

ト
、
有

国

聞

ぃ
之

」

と

あ
り

、
「
闇

討

」

と

は
、

い

ず

れ
も
暗

闇

に
乗

じ
て

相
手

を

打

ち
懲

ら

す
殴

打
事

件

程
度

の
も

の

を
指

そ

う
。
〈
盛
〉

に

は
、
他

に
、
「
御

方

ノ

ツ
v

キ
タ

ラ

ン
時

ニ
、

先

ヲ
懸

命

ヲ
捨

テ

コ
ソ

、
我

モ
人

モ
高

名

ニ
テ
、
子

孫

二
勲
功

モ
ア

ラ

ン

ズ
レ
。

闇
討

二
射
殺

サ
レ

テ

ハ
、
且

ハ
鳴
呼

ノ
事
」
（
５
上

二
三

一
頁

）
の
用

例
も

あ

り
、
〈
長
〉

が
、

殿
上

の
闇
討

事

件

を
、
「
忠

盛

が
昇

殿

を
人

め

づ
ら
し

き

事

に
お

も
ひ

、
卿

相

お

ど
ろ

き
て

、
深

夜

に
恥

を
ほ

ど
こ

さ

ん
と

す
」
（
２
－

四

九

頁

）

と
記

す

こ

と

か
ら

も
明

ら

か

だ
ろ

う
。

た

だ

し
、

謡
曲

「
仲

光
」

に
「
親

心

の
闇

打

に
現

な

き

わ

が
子

を
夢

と

な
し

に

け
り

」
と

あ

り
、
『
邦

訳

日

葡
辞

書

』
に

「

夜
、
人

に

お

そ
い

か
か

つ
て

、
そ

の
人

を

殺

す
こ

と
」
と

あ

る
よ

う

に
、
中

世

後

期
以

降

の
「

闇
討

」
は
殺

害

を
意

味
し

て

い

た
（

佐
伯

真

一
）
。

室

町

の
頃

に
成

立

し

た
と

さ

れ
る
『
厳

神

紗
』
に

見

る
次

の
「
闇

討
」
も

殺

害

の
意

だ

ろ
う

。
「

覚
大

師

ノ
門

徒

ノ
擬

ス

ル
様

ハ
。

先
三

塔
会

合

シ
テ
、

智

証
門

徒
ヲ

悉

ク
其

夜
中

二
打

殺

ス

ベ
シ
ト
議

定

シ
畢

ヌ
。
・：
智
証

ノ
門

徒

ヲ

バ
可
・・
贈

討
一
之
定

畢

ヌ
」（
続

群
書

二

下
ｉ

六
五

一
頁

）
。

○

又
此

事

ヲ

聞

ナ

ガ
ラ

出
仕

ヲ

ト

ヾ
メ

ン

モ
云

カ
ヒ

ナ

シ

〈
盛
〉

の
独

自
異
文

。

○
所

詮
身

ヲ

全

シ
テ

君

二

仕
ル

ハ

忠

臣

ノ
法

ト

云
事

ア

リ
　
「
全

ぃ
身

奉
ぃ
公

是
臣

之

忠

也
」（
『
雲
州

消

息

』
）
。

忠
臣

忠
盛

像

が
こ

こ
で

は
強

調

さ

れ
る
。

一

方

、〈
盛

〉
で

は
、
こ

の
後

に
、
重

盛

や
静

憲

が
清

盛

に
忠

臣

の
法

を

説

く

こ

と
に

な
る
。
「
君

ト

臣

ト

ヲ
並

親
疎

ヲ

分

事

ナ

ク
、

君

二
付

奉

ル

ハ
忠

臣

ノ
法

也
」
（
Ｉ
－

三

九

一
頁

）
、
「

タ
ト

ヒ
叡

慮
御

ア

ヤ

マ
リ

有

テ
、
千

万

二

ー
ツ

人
望

二
背
法

二
相
違

ス
ル
事

侍

バ
、
臣
下

ノ
御

身

ト

シ
テ

ハ
、

何

度

モ
我

御

ア

ヤ



名古屋学詫大学論集

マ

リ
ナ

牛
旨
ヲ

陳

ジ
可

ぃ
被
ぃ
申

。
是

忠

臣

ノ
法

也

」（
２
－

ニ

○
六

頁

）
。

○
爰

二

忠
盛

朝

臣

ノ
郎

等

二
進

三

郎
大

夫

季

房
子

、

左
兵

衛

尉

平
家

貞

ト

云
者

ア

リ
。
・：

正

盛

ノ

時

始

テ

郎

等

職

ト

成

タ
リ

シ
木

工
右

馬
允

平

貞

光

孫

也
　

家

貞

の
出

自

に

つ

い

て

は

、

諸

本

で

異

同

あ

り

。
〈
四

〉
「
父

。
世

万

為

丿

二

門
1
1
1
始

。
成

二
郎

等
八
准
匹

二
郎
大

夫
・
平

。
重

房
か
子

」

（
巻

一
－

四

右
）
、
〈
闘

〉
「

忠
盛

。近

親

，
郎

等

有
ぃ
進

三

郎
大

夫

空

房
之

子
」
二

上
－

六

ウ
）
、
〈
延

〉
「
忠
盛

朝

臣

ノ
郎

等

、
元

ハ

忠

盛

ノ

ー
門

ナ
リ

ケ

ル

ガ
、

後

ニ
ハ
父

讃
岐

守
正

盛
時

ヨ
リ
郎

等

職

二
補

ス
進
三

郎

大
夫

平

奎

房
子

」
（
巻

一
－

一
七

オ
）
、
〈
長

〉
「

だ
ｙ

も
り

の
あ

そ

ん

の
ら

う

ど

う
、
木

工

の

権

の
す

け
平

の
貞

光

が
ま

ご
、
進

三

郎
大

夫

す

ゑ
房

が
子
・：
祖
父

貞

光

は
恐

な

が
ら
御

一

門

の
末

に

て
候

け

る

が
、

故
入

だ

う
殿

の
御

時

、

は
じ

め

て

郎

等
職

の

ふ
る

ま

ひ

を
仕

る
」
（

士
－

三
〇

頁

）
、
〈
南
〉
「
忠

盛

ガ
父
正

盛

ガ
時

マ

頁　 デ

ベ　 ノ＼

門

タ
リ

シ

ガ
始

テ
郎

等
ト
ナ
ル
進
三
二
郎
大
夫
季
房

が
子
」
（
巻

一
－

八

〈
屋
〉
「
忠
盛
ノ
郎
等
元

二

門
タ
リ
ケ
ル
進
］
二
郎
大
夫
奎

房
力
子
」
（
巻
一

－

四
ゥ
）
、
〈
覚
〉「
忠
盛
の
郎
等
、
も
と
は

ー
門
た
り
し
木
工
助
平
貞
光

が
孫
、
進

の
三
郎
大
夫
家
房
が
子
」
（
〈
覚
〉
上
－

七
頁
）
。
整
理
す
る
と
、
〈
四
・
闘
・
延
・

南
・
屋
〉
季
房
の
子
、
〈
長
・
盛
〉
貞
光
孫
、
季
房
子
。
〈
覚
〉
貞
光
孫
、
家
房
子
。

家
貞
の
系
譜
は
、
正
衡
の
兄
貞
季
か
ら
分

か
れ
た
平
家
支
流
。
〈
尊
卑
〉
〈
尊
卑
脱

漏
〉
に
は
家
貞
の
名

が
系
図

に
重
出
し
、「
貞
季
－

範
季
レ
家
貞
〈
筑
後
守
〉
」「
貞

季
－

正
季
－

範
季
－

重

房
〈
進
三
郎
大
夫
〉
－

家
貞
〈
従
五
位
下

、
筑
前
守
〉
」
と

混
乱
し
て
い
る
他
、
〈
尊
卑
脱
漏
〉

に
は
、
「
貞
光
〈
木
工
允
〉
上

家
房
〈
新
三
郎

大

夫
〉
－

家
貞

〈
左
兵
衛
尉
従
五

位
下
、
忠
盛
朝
臣
殿
上

闇
討
之
時
召

具
之
〉
」

（
続
群
書
五
上
－

一
三
八
頁
）
と
、
〈
覚
〉
に
一
致
す
る
系
譜
も
引
く
。
〈
覚
〉
の
祖

本
が
「
季
」

と
「
家
」
の
く
ず
し
を
誤
読
・
誤
写
し
、
以
後

〈
覚
〉
諸
本
が
こ
れ

を
引
き
継
ぎ
、〈
尊
卑
脱
漏
〉
が
こ
れ
を
受
け
て
記
載
し
た
可
能
性
も
あ
ろ
う
。

な

お

、
貞

光

は
、
『
為

房

卿
記

』
『
仲

章
記

』

康
和

五

年

（
一

一
〇

三

）
十

月
二

十

一

日
条

に
見

え

る
（

高
橋

昌
明

六

二

頁

・
六

九
頁

、
佐

々
木

紀

一
）
。
〈
尊
卑

〉
に

は
、

貞
季

の
弟
季

衡

流

に

、
「
盛

光

〈
帯
刀

長
、

左
（
右

）
京

進
〉
卜

貞

光

〈
木
工

允

〉
」

（
４
－

二

五

頁
）
と

載

る
。
『
本

朝
世

紀

』
康

和
五

年
十

二

月
二

十

九

日
条

に
、「
木

工
少

允

平

定
光

〈
帯
刀

、
右

京
進

成

光
男

〉
」
と

あ

る
が
、
成

光

を
盛

光

の
誤

り

と

す

れ

ば
、
こ

の
〈
尊

卑
〉

の
記
載

は
正

し

い
こ

と

に
な

ろ

う
（

佐

々
木
紀

こ

。

ま

た
、

一
族

が
平

家

の
郎

等

と

な

っ
た
時

期

に

つ
い

て

は
、
〈
四
〉

で

は
、
「
父

」

が

誰

を

指
す

か
分

か
り

に

く

い

が
、〈
南

〉
を
参
照

す

れ

ば
、
季

房

が
正

盛

の
時

に

の

意

か

。
同

様

に
解

す

る

の

が
、
〈
延
〉
。
〈
長
・
盛

〉

は
、

貞
光

が
正

盛

の
時

に
と

す

る
。
〈
闘

・
屋

・

覚
〉

は
不

記

。

家
貞

の
左
兵

衛

尉

任
官

時

期

は
不

明

だ

が
、
『
中

右

記

』
長

承

三

年

（
一

言

一
四

）
閏

十

二

月
十

二

日

条

に
、
「
以

兵

衛

尉

平

家

貞

被

ぃ
成

左

衛

門
尉

」

と

あ
り

。

○
備

前
守

ノ
許

二
参

テ

申

ケ
ル

ハ
：
・
　「
忠

盛

「
然

ベ
シ
」

ト
テ

、
召

具

ス
」

ま
で

、
〈
延
・
長

・
盛
〉

の
独

自
本

文

。
備

前

守

と
す

る

の

は
、
〈
延

・
長
・
盛

〉
同

様

だ

が
、

先

に

〈
延

・
長

〉

で

は
、

但
馬

守

に

任
官

、
〈
盛
〉

で

は
、
刑

部

卿

に
任
官

と

あ
り

、
い
ず

れ

も
不

整

合

。
実

際

に
は

、
忠

盛

は
、
こ

の

時
、
備

前

守

で

あ

っ
た

。

○

祖
父

貞

光

ハ

、
乍

恐

御

一

門

ノ
末

ニ
テ

侍

ケ
ル

ガ
　
「
祖

父

貞

光
」
、
〈
長

〉
同

。
〈
延
〉
「
父

杢

房
」
。
先

の
家

貞

紹
介

記

事

に
引

く

説
明

で

も
、
〈
延

〉

は

、
季

房

の
時

に
、
〈
盛

〉

は
、

貞

光

の
時

に
、

郎

等

職

に

な

っ

た

と

し

矛

盾

し

な

い

が
、

重

複

の

感

あ

り
。

○

故

入

道

殿

ノ

御

時

ニ
　
〈
延

・
長

〉
同

。
先

の
家
貞

紹

介

記
事

で

、
〈
四

・

延

・
盛

・
南

〉

が
正

盛

の

時

と

す

る

よ

う

に
、
「
故

入

道

殿
」

は
、
正

盛

を
指

そ

う
。

○

忠

盛

「
然

ベ
シ
」

ト
テ

、

召
具

ス
　
〈
延
・
長
・
盛

〉

で

は
、

家
貞

の
祗

候

を

主
忠

盛

が
認

め

た

と
す

る
形

。

こ

の
こ

と

を
記

さ
な

い

〈
四

・
闘

・
南

・

屋

・
覚

〉
で

は
、
家

貞

は
、

主

忠
盛

の
危

急

を
救

う

た
め

、

自
ら

の
意

志

で
祗

候

し

た
と

読

め

る
。
故

に
、

こ

の

（
翁

98



Ｏ『源平盛衰記 全釈（一 一

後

、
殿

上

人

が
訴

え

出

た

家
貞

祗

候

に
関

す

る
法

皇

へ

の
弁

明

で

は
、

忠

盛

は
、

事

実

を
言

っ
た

の
に
対

し

て

、
〈
延
・
長
・
盛

〉

の
場

合

は
、

白

を
切

っ
た

こ
と

に

な

る
。

○

衛

府

ノ

太

刀

佩
　

衛

府

の

官
人

で

あ

る
左

兵

衛

尉

家

貞

が
持

つ
太
刀

と

し
て

ふ
さ

わ
し

い

。
〈
四
・
延

〉
「
大

刀
」
、
〈
闘

〉
コ
ニ
尺
大

刀

」
、
〈
長

・
覚
〉
「

つ

る

袋

つ
け

た

る
太
刀

」
、
〈
南

・
屋

〉
「
太
刀

」
。
「
弦

袋

〈
弦
巻

の
事
也

〉
を

太
刀

に

付

る
事

古

は

無
位

無

官

の
者

は

せ

ぬ
也

位

は
従
五

位
下

以
上

官

は

左
衛

門
尉

右

衛

門
尉

左

兵

衛
尉

右

兵

衛
尉

な
ど

に

な
り

た

る
人

は

す

る
也
衛

府

の

官

は
浅

位

に
て

地
下

な

れ
ば

直
人

に

紛

る

べ
き

に
依

て

弦
袋

を
給

り
て

左
右

兵

衛
尉

は
赤

皮
左

右

衛
門

尉

は
藍

皮

の
弦

袋

を
付

る
由

長

谷

部
信

連

が
申

け

る
趣

源

平

盛
衰

記

〈
巻

十

三

局
倉

宮

信

連

戦

ノ
条

〉

に
見

え

た

り
」
（
『
貞

丈

雑
記

』
四

三

三

頁

）
。

○
烏

帽

子

引

入
　

諸

本

で
は

、
類

似

の
句

と

し

て
、
〈
四
〉

に
「
却

々
烏
帽

子

差

ぷ
斑
瑶
多

。

引

箭

ご

と
見

え

る

の
み

。
事

あ
る
時

に
備

え
、
烏
帽

子

を
深

く
か

ぶ

る
様

を
言

う

か

。｛

昨
日

乱

し

た
る

髪

を
未

だ
杭

り
も

せ

ず
取

り
上

げ
、
一
所

に

結
ひ

、
烏
帽
子

引

立
て

押

し

揉

う
で

、
盆

の
窪

に
引

き
入

れ
」
（
田

中

本
『
義

経

記
』
巻

六
「
忠

信

最

期

の
事

し
。

○

袖

綴
テ
　

こ

こ

も
事

あ

る
時

に

備

え
、

動

き

や
す

い

よ

う
に
、

狩

衣

の

袖

を

括

る

こ

と

を
言

う

か
。
「
繊
　

ク

ヽ

リ
」
（
黒

川

本

『
色

葉

字

類

抄
』

中
七

六

オ
３
）
。

○
殿

上

ノ
小

庭

ニ

ア

リ
　
〈
四

・
延

・
長

〉
「
殿
上

ノ
小

庭

二
候
」

（
〈
延

〉
）
、
〈
闘
〉
「
突
二
膨
ヤ
殿
上

之
小

庭
一
候

万

」
、
〈
南
〉
「
殿

上

ノ
小

庭

二

脆

テ
ソ

候

ケ

ル
」
、
〈
屋

・
覚

〉
「
殿
上

ノ
小

庭

二
畏

テ

ソ

候

ケ

ル
」
。

家

貞

は
、

脆

い

た
、

あ

る

い

は
敬

屈

し
た

と

す

る
の

が
〈
闘

・
南

・
屋
・
覚
〉
。
「

候
」
「
あ

り
」

と
し

か

記

さ
な

い

〈
四

・
延

・
長
・
盛
〉

の
場

合

は

そ
の
点

不

明

で

あ

る
。

○
子

息
平

六

家

長
　

こ
の

後

の

「
雲
透

二
殿
上

ノ
方

ヲ
伺

見

テ
：
こ

ま

で
、
〈
延
・
長

〉

に
も

見

え

る
。
〈
延

〉「
同

弟

薩
摩

平

六

家
長

」
、〈
長

〉「
同

じ
き

舎

弟

さ
つ

ま

の
平
六

家

房
」
。

〈
闘
〉

は
、
こ

の
後

の
家

貞

の
弁

の
後

に
、
「
其

上

第

。平

九
郎

家
季

ぷ
狐
胚
大
刀

　　７遥

（

八
）

引

去

居

」

と
記

す
。
〈
尊

卑

脱

漏
〉
（
続

群

書

五

上

）

に

よ

れ

ば
、
「
範

季
－

家
季

〈
薩

摩

守
従
五

位
下

字
平

六

、
除
髪

号

薩
摩

入

道
。

ィ
家

貞
弟

也

〉－

家

資
－

利
家

〈
平

次

、

治
承

元

年

四

月
十

三

日
山

門

御

輿

振

々

時
。

射

神

人

等
。

後

依

訴

蒙
罪

科
了
〉
」
（

ご
二
五

頁
）

と

あ

る

が
、
「
家

貞
上

禾
長

〈
平

六

〉
」
（
一

三
八

頁
）

と

も

あ
る

。
家

貞

の
生

年

は
、
一
〇

八
四

年
（
『
顕

広
王

記
』
仁
安

二

年
五

月
二

十

八

日

条
）
。

家
長

の
長

承
元

年
十

七

歳

説

（
〈
延
・
長

・
盛

〉
同

）

に

よ

れ

ば
、

生

年

は
、

一
一

一
六

年

。
家

貞

と

は
、
三

十

二

歳
違

い
と

な

る
。

家
貞

の

弟

よ
り
子

と
し

て

の
方

が
ふ

さ
わ
し

い
か
。
『
平

家

物
語

』

で

は
、
「
伊

賀
平

内

左

衛
門

家
長

」

と

し

て
、

室
山

合

戦
で

陣

の

一
つ

を
任

さ
れ

る
他

、

知
盛

の
乳

母

子

と

し
て

壇
浦

合

戦

で
と

も

に
入

水

し

た

こ

と

を

伝

え

る
。
「

盛

嗣

や
景

清

の
よ

う

な

武
勇

譚

が
な

い

の
は

、
知

盛

を
武

人

と
し

て

描

く

の
に
、

家

長

の
武

勇
譚

が
華

々

し
く

て

は
印

象

が
薄

く

な

る
か

ら

か
」
（
『
平

家
物

語

研

究
事

典

』
「

家
長

」

の
項

）
。

半
井

本

『
保

冗
物

語
』

で

、
清

盛

磨
下

の
兵

と
し

て

記

さ

れ

る
「
新

兵

衛
尉

家

季
」
（
四

三
頁

）

は
、
壬

禾
季

か

。

○

ハ

ガ
ネ

ヲ

顕

シ
テ

「
強

剛

な

本
質

」
（
〈
日

国
大

〉
）
、
「
強

剛

な
意

志

や
性

質

を

い
う

。
本

領

・
勇

猛

ぶ
り

を
発

揮

す

る
こ

と
」
（
『
角
川

古

語
大

辞
典

』
）
。
「
平

山

、
熊

谷

二
語

ケ

ル
ハ
、
打
寵

ノ
軍

ハ
甲

臆

見

エ

ズ
、
イ

カ

ニ

モ
追

手

ニ
テ
鍔

金

顕

サ

ン

ド
思

テ

」
ス
盛

〉
５

上

二
三

一
頁

）

の
例

か
ら

も
、
「

ハ
ガ
ネ

ヲ
ア

ラ

ハ
ス
」

と

は
、

剛

勇

を
示

す
意
。

○
赤

銅
造

ノ
太
刀
　
〈
延

・
長

〉
「
備

前

作

ノ
三
尺

五

寸

ア
リ

ケ

ル
、
ワ

リ

ザ

ヤ
ノ
大
刀

」

ス
延

〉
）
。

赤

銅
造

と
は
、
「
目

貫

な

ど
、
刀

剣

の
装

飾

品

を
赤

銅

で
作

る
こ

と
。

ま

た
、
そ

の

も
の
」
ス
日

国
大

〉
）
。

〈
盛
〉

で

は
、

他

に
、

覚
明

の
三

尺

一
寸

の

太
刀

（
４
１

二

九
四

頁

）
、

那
須

与

一

の
太
刀

（
６
－

一
〇

一
頁

）
、
主

の

最
期

を
見

守

っ
た

知
盛

の
侍

の
太
刀
（
６
－

一

七

五

頁
）
。
他

に

は
、
『
義

経

記
』
で

は

、
湛
海

、
『
曽

我
物

語

』
で

は
曽

我
十

郎

の

太
刀

。

な

お
、

無
官

の

家
長

は

、
弦

袋

を
付

け

て

い

な

い

（「

衛
府

ノ
太
刀

」
）

の
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注

解
参

照

）
。

○
無

官

ナ

レ

バ
徐

々

シ
テ
　
「
除

々
と

し

て
」
が
良

い

か
。

校
異
3
9

参

照

。
「
挙

動

が
落

ち

着

い

て

い

る

さ

ま
。

し

と

や

か

な

さ

ま
。

静

か

な

さ

ま
」

（
〈
日

国
大

〉
）
。
「
無

官

ナ

レ

バ
」
は

、「
無

官

ナ

レ

ド
」

の
誤

り
と

も
解

し

う

る

か
。

○

左

右

ノ
手
ヲ

土

ニ

ツ
キ

テ

、
犬

居

二
居

テ
　

事

有

ら

ば
、

す
ぐ

に

駆
け

出

す

こ

と

の

で

き

る
様
子

を

言

う

の
で

は

な
く

、
両

手

を

突

き
、

尻

を

っ
い

た
様

を
言

う

か

。
先

の
「
除

々

と

し
て

」
も
、
そ

う
し

た
挙

措

を
言

う
か
。
「
御

腰

骨

ヲ
射

サ

セ

テ

、
犬

居

二
倒

レ
給

ケ

ル
ヲ
」

ス
延
〉

４
－

五

六

ウ
）
。

た

だ
、
〈
盛
〉

の
こ

の

後

の
独

自
異

文

に

は
、「
子

息

ノ
家

長

モ

ツ
ト
可

打

人

支
度

也
」
と

あ

る
。

一

方
、「

犬

居

ニ
ツ

イ
脆

テ
」

と
す

る

〈
延

・

長
〉

の
場

合

は
、
両

手

を

突

き
、

脆

く
様

を
言

う

か
。

○

雲
透

ニ
　
〈
延

・

長
〉「
雲

ス
キ

ニ
」
。
「
雲

を
透

か

し

て
日

月

を
見

る
よ

う

に
、

薄
暗

い

時

や
所

で

、
遠

い
所

を
見

る

よ

う

に
、
闇

を
透

か
し

て

、

確
認

す

べ
く
物

を
凝

視

す

る

さ
ま

」
（
『
角

川

古

語

大

辞

典
』
）
。

○

親

ノ
家

貞

ア

ヽ
ト

イ

ハ

べ

子

息

ノ
家

長

モ
ツ

ト

可

打
入

支

度
也
　
〈
盛
〉

の
独

自
異

文

。
「
左

右

ノ
手

ヲ
上

ニ
ツ

キ
テ

、
犬

居

二
居

テ
」
の
注

解
参

照

。

○
頭

左
中

弁

師

俊
朝

臣
、
蔵

人

判

官

平

時

信
ヲ

召

テ
　

諸

本

で

は
、
「
貫

主
」
（
蔵

人
頭

）

以
下

殿
上

人

が
あ

や
し

ん

で

「
六

位

蔵

人
」

に
命

じ
て

家

貞

に
問

い
た

だ

し

た

と

す

る

が
、
〈
盛
〉

の
み

は

、
殿

上

人

た
ち

が
あ

や
し

ん

だ

た

め
、「

貫
主

」
師

俊

が
「
六

位
蔵

人

」
時
信

に

命

じ
て

家

貞

を
問

い

た

だ
し

た

と
す

る

。
源

師

俊

は
、
天

承

元

年
十

二

月
二

十

二

且

俑
蔵

人
頭

、
同

日

に
転

右

大

弁
（
元

左
中

弁
）
（
〈
補

任

〉
『
蔵
人

補

任
』
）
。
昇

殿

話

を
長

承
元

年

（
天

承
二

年

）

の
こ

と

と

す

る

〈
盛
〉

の
場

合

、

師

俊

の
「
左

中

弁

」

は
前

職

で
誤

り

。

な

お
、

蔵
人

頭

に

は
、

他

に
藤

原
公

教

が
い

る

が
、
師

俊

が
筆
頭

。

前
田

家

本

『
今

鏡

』
「
宇

治

の
川

瀬
」
に

は
、
忠

盛

が
内

昇

殿

の
喜

び

を

「
山

し

ろ

か

み

な

も

と

な

の

る
雲

の

う

へ

は
　

い

せ

へ

い
し

さ
へ

の

ぼ
る

な

り

け

り

」

と
詠

作

し

た
と

伝

え

る

が
、

こ

れ
は

、
山

城

と
伊

勢

、
源

氏

と
平

氏

を
対

置

し
つ
つ
、
同

じ
時
に
昇
殿
し
た
師
俊
の
子
、
山
城
守
源
師
国
を
ひ
き
あ
い
に
出
し

た
も
の
と
さ
れ
る
（
井
上
宗
雄
三
八
八
頁
、
高
橋
昌
明
一
五
九
頁
）
。
〈
盛
〉
が
師

俊
を
登
場

さ
せ

る
の
は
こ
の
よ
う
な
エ

ピ
ソ
ー
ド
が
背
景
に
あ
っ
て
の
こ
と
か
。

天

承
元
年
の
こ
と
と
す
る
諸
本
で
は
、
蔵
人
頭

は
、
藤
原
宗
能
か
顕
頼
の
い
ず
れ

か
と
な
る
。
平
時
信
は
、
大
治
五
年
（
一

言

言

）
六
月
二

十
二
日
、
補
六
位
蔵

人
（
『
長
秋
記
』
）
。
大
学
助
か
ら
、
天

承
元
年
八
月
十
七
日
、
転
左
衛
門
少
尉
、
同

日
検
非
違
使
宣
旨
、
こ
の
後
兵
部
権
大
輔
を
経
て
、
久
安
五
年
（
一
一
四
九
）
没
。

「
日
記
の
家
」
つ
ま
り
有
職
故
実

に
通
じ
た
家
に
生
ま
れ
（
『
今
鏡
』
二
葉
の
松
）
、

長
ら
く
鳥
羽
院
の
判
官
代
と
し
て
法
皇
に
近
侍
し
、
温
厚

な
性
格
と
あ
い
ま
っ
て

世
評
の
高
か
っ
た
練
達
の
院
司
（
『
本
朝
世
紀
』
久
安
五
年
七
月
二
十
六
日
条
）
と

評
さ
れ
る
（
高
橋
昌
明
二

一
一
頁
）
。
時
信
は
い
う
ま
で
も
な
く
娘
時
子

が
清
盛
室

で
あ
り
、
当
時
ち

よ
う

ど
六
位
蔵
人
、
検
非
違
使
、
左
衛
門
少
尉
で
あ
っ
た
と
こ

ろ
か
ら
名

が
挙
げ
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

○
宇
津
保
柱
　
雨
水

を
う
け
る

た
め
軒
先

に
立
て
る
竪
桶
。
平
安
宮
清
涼
殿
に
は
、
南
東
隅
と
南
西
隅
と
に
空
柱

が
あ
っ
た
（
『
平
安
時
代
史
事
典
』
）
。
こ

の
と
き
の
内
裏
は
里
内
裏
で
あ
る
上
御
門

烏
丸
内
裏
（
詫
間

直
樹
）
。
里
内
裏
に
は
、
内
裏

と
し
て
利
用
す

る
こ
と
を
予

定
し

て
造
営
さ
れ
た
里
内
裏

と
、
も
と
も
と
は
貴
族

の
邸
宅
で
あ
っ
た
も
の
を
内
裏
と

し
て
使
用
し

た
里
内
裏

と
が
あ
る
。
土
御
門
烏
丸
内
裏
は
、『
百
練
抄
』
永
久
五
年

二

一
一
七
）
十
一
月
十
日
条
に
「
殿
舎
大
略
模
二
大
内
・
、
但
無
・・
承
明
門
代

ご
と

あ
る
よ
う
に
、
平

安
宮
内
裏
を
模
し
た
最
初
の
里
内
裏
で
あ
っ
た
。
こ
の
上
御
門

烏
丸
内
裏
に
つ
い
て
は
、
川
本
重
雄
に
よ
っ
て
復
元

が
試
み
ら
れ
て
い
る
。
上
御

門
烏
丸
内
裏
は
敷
地
が
一
町
四
方

と
限
ら
れ
て
い
た
た
め
に
、

そ
の
二
倍
以
上

の

面

積
の
平

安
宮
内
裏
全
体
を
完
全
に
模
す
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
が
、
政
務
や
儀

式
の
場
と
な
る
内
裏
南
半
分
に
関
し
て
は
、
殿
舎
構
成
・
配
置
と
も
、
平
安
宮
内

二
九
）
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裏

を
極

め

て
忠

実

に
模

し

て

い
た

と
推

定

さ

れ

る
。

清
涼

殿

に

つ

い
て

も
、

夜
御

殿

よ
り

北

の
空

間

は
縮
小

さ

れ
て

い

た

よ
う

だ

が
、

儀
式

な
ど

に
利

用

さ

れ
る

こ

と

の
多

い
夜

御

殿
以

南

に

つ

い
て

は
平

安

宮
内

裏

清

涼
殿

の
平

面

を
極

め
て

忠
実

に
踏

襲

し

て

い
た
。

従

っ
て
、
「
殿
上

ノ
小

庭
」

と
「
宇
津

保

柱
」
と

の
空

間
配

置

も
平

安

宮
内

裏

の

そ

れ
と

ほ

ぼ
同

様

と
考

え

ら

れ

る
。
家

貞

が
い
た

の

は
南
西

隅

の
宇

津

保
柱

の
内
側

。

土

御
門

烏

丸
内

裏

で

は
清

涼
殿

南

端

の

す
ぐ
西

側

に
室
町

小

路

に
面

し

た
西

門

が

あ
る

。
家

貞

が
宇

津

保

柱

の
内

に

入

る

こ

と

は

平

安

宮

内

裏

に
比

し

て
容

易

で

あ

っ

た
と

考

え

ら

れ

る

。

○

主
君

備

前

守
　
〈
四

・
南

〉

「

相
伝

主

（
君

）
」
、
〈
闘

・
長

・
屋

・

覚
〉
「
相
伝

主

備

前
守

（
殿

）
」
、
〈
延
〉
「
相

伝

主

刑

部

卿
殿

」
。

注

解

「
当

座

二
刑

部

卿

ニ
ナ

サ

ル
」
「
備

前
守

ノ
許

二
参

テ

申

ケ

ル

ハ
・
玉

参

照

。

○
今

夜
暗

打

ニ
セ

ラ
ル

ペ
キ

由
承

レ

バ
、
ナ

リ

果
給

ハ

ン
様

、

奉

見

ベ
ケ
レ

バ
」
ト

テ
　

注
解

「
十

一
月

ノ
五

節

廿
三

日

ノ

豊
明

節

会

ノ
夜
、

闇

打

ニ

セ
ン
」
に

記
し

た

理
由

に
よ

り
、
掲

出

の

よ

う
に
訓

む
。

諸
本

に
は
、
「
今
夜

闇

討

ニ
セ

ラ

ル

ベ
牛
由

承

候

ヘ

バ
、
成

ム
様
見

候

ハ

ム
ト

テ
」
ス
延

〉
）
等

と

あ
り

。

○

コ

ト

テ
ア

ハ

ヾ
　
〈
近

・

蓬

・
静
〉

の
「

コ

ト

ニ
ア

ハ

、、と

か
良

い
。

○
黒

鞘

巻
　

こ

の
鞘

巻

に

つ

い

て

は
、
〈
四

・
屋

・

覚
〉
「
大

（

ナ

ル
）

鞘
巻

」
、
〈
闘

・

延

・

長

・
南

〉
「
一
尺

三

寸

ア

ル
黒

鞘

巻

ノ
刀

」
（
〈
延

〉
）

と
あ

る
。
〈
盛

〉

で

も

、

こ

の
後

に
「

一

尺
三

寸

ノ

鞘

巻
」

と

あ

る

。

該
当

部

の
注

解

参

照
。

○

装

束

ノ

上

横

タ

ヘ

指
テ

、

支

度
計

ナ

牛

体

ニ
テ
　
〈
延

・
長

・

南
・

覚
〉
「
束

帯

ノ
下

土

。

【
引

用

研

究
文

献

」

（
言

）

「
「
し

ど

け

な

げ
」

と
は

容
儀

な
ど

の
み

だ

れ
て

締

り

を
失

へ

る
意

に
い

へ
り

。
：
・

凡

そ
文

官

武
官

に

か

ゝ
は

ら

ず
、

束
帯

に
は
餅

剣

を

佩

く
こ

と

な

れ
ど
、

勅

授

の

公
卿

に
あ

ら

ざ
る

は
、

中
務

以
下

帯
剣

の
官

な
り

と

雖
も

、

剣

を
帯

し
て

昇

殿

す

る

こ

と
能

は

ず
。

忠
盛

は
未

だ
勅

授
帯

剣

の
身

分

に

て

な
か

り
し

故

、
内

々

に
衣

装

の
下

に

さ
し

ゝ
と

な
り
」
（
『
平

家

物
語

証

注
』
上
－

四

〇

頁

）
。
〈
盛
〉
の
場

合

、

目

に
付

く

よ

う
に

、

わ

ざ
と
束

帯

の
上

に
さ
し

て

い

た
と

す

る

の
か
。

た
だ

、
こ

の
後

に
、
他

本

と
同

様

に

、
〈
盛

〉
は
、
柄

を
人

に
見

せ
て

い

た

と
す

る

と
こ

ろ

か

ら

す

れ

ば
、

鞘

巻

は
束

帯

の
下

に

さ

し

て

い

た
こ

と

に

な

る
。

○

腰

ノ

程
ヲ

差

佻
タ
ル

様

ニ

シ

テ
　
〈
盛
〉

の
独

自
異

文

。
「

し

ど
け

な
き
体

」

を

具
体

的

に

記

そ

う

と
す

る

も

の
。
「
（「

さ
し

」

は
接

頭

語
）

く
つ

ろ

げ
る

。

ゆ

っ
た

り

と

さ
せ

る

」

（
〈
日

国

大

〉
）
。
「
佻
　

ク

ツ

ロ

ク
」

ス
名

義

抄

〉

法

中

八

五

４
）
。

○
人

々

事

ガ

ラ

尤

シ

ト

ヤ

被

思

合

ケ

ン
　

諸

本

で

は
、
「
人

々

由

ナ

シ

ト

ヤ
思

ハ

レ

ケ

ム
」

（
〈
延
〉
）

と

あ

る

と

こ

ろ
。
「
尤
　

モ

ト

モ
、

ハ
ナ

ハ

ダ
、

ト

ガ

ム
、

チ

カ

ケ

シ
、

ア

ヤ

マ
チ
、

ト

ガ
、
ケ

シ
ウ
リ
」
（
〈
名

義
抄

〉
仏
下

末

一
三
３

）
、
「
尤
　

ス

ク

ル
、

ア

ヤ

マ
ル
（

ツ
）
、

モ

ト
モ

、
卜

カ

ム
、
タ

カ

フ
、

セ

ム
」
（
〈
名

義
抄

〉
仏
下

末

一

七
７

）
、
「
尤
　

ケ

シ
ウ

シ
テ
、

ト
モ

、
タ

ツ

ヌ
、
ト

カ
、

ハ
ナ

ハ
タ
、
ア

ヤ
マ

ツ
、

ケ

ヤ

ケ

シ
、
モ

ト
モ
、

ヲ

ホ

シ
、
卜

カ

ム
、
コ

ト
ナ

リ
、

ス

ク
ル
、

タ

カ

ウ
セ

ム
」

（
天

文

本

『
字

鏡

紗
』

一
一
八

三

）
、
「
尤
　

ケ

ヤ
ケ

シ
」
（
黒

川

本

『
色
葉

字
類

抄

』

中
九

八

ォ
４

）
。

＊
井
上
宗
雄
「
平
忠
盛
の
歌
人
形
成
」
（
『
平
安
後
期
歌
人
伝
の
研

究
増
補
版

』
笠
間
書
院
一
九
八
八
・
1
0。
初
版
は
、
一
九
七
八
・
1
0）

＊
川
本
重
雄
「
土
御
門
烏

丸
内
裏

の
復
元

的
研

究
」
（
日
本
建
築
学
会
論
文
報
告
集
三
三
五
、
一
九
八
四
）

＊
佐

伯
真

一
　「
「
殿
上
闇
打
」
の
語
義
」
（
『
延
慶
本
平
家
物
語
考
証

こ

新
典
社

一
九
九
三

・
５
）

＊
佐

々
木
紀
一
　「
桓
武
平
氏
正

盛
流
系
図
補
輯
（
上
）
」
（
国

語
国
文
、
一
九
九
五
・
1
2）
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集論学大院学屋古名

＊
白
根
靖
大

『
中
世
の
王

朝
社
会

と
院
政
』
（
吉
川
弘
文
館
二
〇
〇
〇
・
２
）

＊
高
橋
伸
幸
「
得
長
寿
院
造
進
に
対
す

る
忠
盛
へ
の
勧
賞
に
就
き
て
ー
平

家
物
語
成
長
過
程
の
一
断
面
－

」
（
国
語
国
文
、

＊
高
橋
昌
明

『
清
盛
以
前
－

伊

勢
平
氏
の
興
隆
－

』
（
平

凡
社
一
九
八
四
・
５
．

増
補
改
訂
版
、
文

理
閣
二
〇
〇
四
・
1
0）

＊
詫
間
直
樹
編
『
皇
居
行
幸
年
表
』
（
続
群
書
類
従
完
成
会
一
九
九
七
・
1
2）

＊
山
下
宏
明
「
殿
上

闇
討
（
二
）
　
平
家
物
語
評
釈
四
」
（
国
文
学
解
釈

と
鑑
賞
、
一
一
六
八
・
７
）

九
・
八
八

∴

１１
）

一
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